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守
ろ
う
道
路

守
ろ
う
道
路  

本
格
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
元
年

本
格
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
元
年

〜
「
造
る
」
か
ら
「
守
る
」
へ

〜
「
造
る
」
か
ら
「
守
る
」
へ  

道
路
行
政
の
大
転
換
〜

道
路
行
政
の
大
転
換
〜

　

市
内
に
は
、
高
速
道
路
、
国
道
、

県
道
、
市
道
、
農
道
、
林
道
な
ど
の

道
路
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
に

付
属
す
る
橋
、
消
雪
パ
イ
プ
、
安
全

施
設
、
植
栽
、
歩
道
橋
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
市
道
は
、
総
延
長
が

６
５
５
㎞
で
、
阿
賀
野
市
か
ら
大
阪

市
ま
で
の
距
離
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
、
舗
装
道
路
は

５
６
２
㎞
で
、
舗
装
率
は
85
・
８
％

で
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
道
路
施
設
は
、
昭
和

30
年
代
後
半
か
ら
の
高
度
経
済
成
長

期
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、

建
設
か
ら
約
50
年
経
過
し
て
い
る
施

設
も
あ
り
ま
す
。
集
中
的
に
整
備
さ

れ
た
道
路
は
、
交
通
状
況
に
も
よ
り

ま
す
が
、
一
斉
に
老
朽
化
が
進
み
、

今
後
、
一
斉
に
補
修
工
事
が
必
要
に

な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
、
阿
賀
野
市
だ
け
で

は
な
く
、
全
国
的
に
も
同
じ
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
道
路
施
設
は
、
重
大

な
事
故
を
招
く
危
険
性
が
あ
る
ほ

か
、
災
害
時
な
ど
に
破
損
し
や
す
く

な
る
な
ど
、
防
災
面
か
ら
も
危
険
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

⬆

新
潟
県
東
部
産
業
団
地
内
の
植
栽
の
刈
り

新
潟
県
東
部
産
業
団
地
内
の
植
栽
の
刈
り

込
み
。
市
内
の
車
道
・
歩
道
の
樹
木
や
植

込
み
。
市
内
の
車
道
・
歩
道
の
樹
木
や
植

え
込
み
な
ど
も
定
期
的
に
管
理
し
て
い
ま

え
込
み
な
ど
も
定
期
的
に
管
理
し
て
い
ま

す
。
す
。

⬆

笹
岡
地
内
の
市
道
で
ロ
ー
ド
ス
タ
ビ
ラ
イ

笹
岡
地
内
の
市
道
で
ロ
ー
ド
ス
タ
ビ
ラ
イ

ザ
ー
を
使
用
し
た
道
路
修
繕
。
既
設
の
路

ザ
ー
を
使
用
し
た
道
路
修
繕
。
既
設
の
路

盤
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
セ
メ
ン
ト
を
混

盤
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
セ
メ
ン
ト
を
混

ぜ
て
再
度
敷
設
し
て
い
ま
す
。
路
盤
材
を

ぜ
て
再
度
敷
設
し
て
い
ま
す
。
路
盤
材
を

再
利
用
す
る
こ
と
で
低
予
算
、
短
期
間
で

再
利
用
す
る
こ
と
で
低
予
算
、
短
期
間
で

修
繕
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

修
繕
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
新
鋭
の
道
路
調
査
機
材
「
Ｆ
Ｗ
Ｄ
」。
路

最
新
鋭
の
道
路
調
査
機
材
「
Ｆ
Ｗ
Ｄ
」。
路

面
に
重
り
を
落
と
し
た
と
き
に
発
生
す
る

面
に
重
り
を
落
と
し
た
と
き
に
発
生
す
る

舗
装
や
路
盤
な
ど
の
「
た
わ
み
」
を
計
測

舗
装
や
路
盤
な
ど
の
「
た
わ
み
」
を
計
測

し
、
状
態
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
、
状
態
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

従
来
は
、
道
路
を
掘
っ
て
調
査
し
て
い
ま

従
来
は
、
道
路
を
掘
っ
て
調
査
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
技
術
に
よ
り
低
予
算
、
短

し
た
が
、
こ
の
技
術
に
よ
り
低
予
算
、
短

期
間
で
の
調
査
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

期
間
で
の
調
査
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

⬆

⬆

草
水
地
内
に
架
か
る
橋
の
老
朽
化
し
た
欄

草
水
地
内
に
架
か
る
橋
の
老
朽
化
し
た
欄

干
。
腐
食
に
よ
り
必
要
な
強
度
が
失
わ
れ

干
。
腐
食
に
よ
り
必
要
な
強
度
が
失
わ
れ

て
い
ま
す

て
い
ま
す((

平
成
平
成
2525
年
度
に
修
繕

年
度
に
修
繕))

。。

⬆

保
田
地
内
の
歩
道
橋
の
点
検
。
設
置
か
ら

保
田
地
内
の
歩
道
橋
の
点
検
。
設
置
か
ら

数
十
年
が
経
過
し
、
塗
装
の
剥
が
れ
な
ど

数
十
年
が
経
過
し
、
塗
装
の
剥
が
れ
な
ど

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

忍  

び
寄
る

び
寄
る

　　

  

道
路
施
設
の
老
朽
化

道
路
施
設
の
老
朽
化

　

道
路
は
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
な
ど
日

　

道
路
は
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
な
ど
日

常
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で

常
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で

す
が
、
近
年
、
道
路
を
取
り
巻
く
状
況
は

す
が
、
近
年
、
道
路
を
取
り
巻
く
状
況
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
道
路
の
現
状
を

　

今
回
の
特
集
で
は
、
道
路
の
現
状
を

踏
ま
え
、
道
路
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ

踏
ま
え
、
道
路
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

い
て
紹
介
し
ま
す
。
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阿
賀
野
市
で
は
、
平
成
25
年
度
に

「
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
と
は
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
道
路
、
ト
ン
ネ

ル
、
橋
梁
な
ど
を
早
急
に
点
検
・
調

査
し
、
損
傷
状
態
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
12
月
に
中
央
自
動
車
道

笹
子
ト
ン
ネ
ル
（
山
梨
県
）
で
天
井

板
が
約
１
３
０
ｍ
に
わ
た
っ
て
崩
落

し
、
車
3
台
が
巻
き
込
ま
れ
9
人
が

犠
牲
と
な
っ
た
痛
ま
し
い
事
故
を
契

機
に
、
全
国
で
取
り
組
み
が
本
格
的

に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
道
路
ス
ト
ッ
ク
総

点
検
を
基
に
、
老
朽
化
等
に
よ
り
危

険
が
生
じ
て
い
る
道
路
、道
路
設
備
、

歩
道
橋
、
橋
梁
等
の
早
急
な
点
検
調

査
・
補
修
等
の
対
策
を
講
じ
る
た
め
、

平
成
25
年
に
「
阿
賀
野
市
道
路
修
繕

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

道
路
の
損
傷
度
、
緊
急
度
の
高
い

も
の
か
ら
修
繕
し
て
い
く
と
と
も

に
、
早
期
発
見
や
迅
速
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
よ
り
長
寿
命
化
を
図
り
、
将

来
の
財
政
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
ま

す
。

「
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
」
を
基
に
策
定

「
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
」
を
基
に
策
定

さ
れ
た
の
道
路
修
繕
計
画
書
。
市
道
や
そ

さ
れ
た
の
道
路
修
繕
計
画
書
。
市
道
や
そ

れ
に
付
属
す
る
施
設
の
状
態
が
ま
と
め
ら

れ
に
付
属
す
る
施
設
の
状
態
が
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

　　

市
が
管
理
す
る
橋
梁
は
、
４
８
５

橋
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
建
設
し
た
年
が
確
認

で
き
た
１
３
１
橋
は
、
道
路
と
同
じ

く
高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

現
在
、
50
年
以
上
経
過
し
た
橋
梁

は
6
橋
で
す
が
、
20
年
後
に
は
86
橋

と
な
り
、
橋
梁
の
高
齢
化
が
急
速
に

進
行
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
建
設
年
度
が
不
明
な
橋
梁
に
つ

い
て
も
、適
切
に
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画
」
を
策
定
し
、
補
修
の
必
要
が
あ

る
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位
を

決
め
て
、
計
画
的
に
補
修
を
進
め
て

い
ま
す
。
損
傷
が
小
さ
い
と
き
か
ら

適
切
に
補
修
を
行
う
こ
と
で
、
橋
梁

を
長
持
ち
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、

将
来
の
維
持
管
理
費
削
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
日
々
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の

ほ
か
、全
て
の
橋
梁
を
5
年
に
1
度
、

詳
細
な
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
に

1
回
目
の
点
検
を
終
え
、
今
年
度
か

ら
は
2
回
目
の
点
検
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
前
回
は
双
眼
鏡
で
状
態
を
確

認
し
て
い
た
橋
梁
も
、
近
接
し
て
直

接
目
で
確
認
す
る
方
法
に
変
更
し
、

よ
り
確
実
な
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
書
。
市
内

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
書
。
市
内

４
８
５
橋
の
状
態
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

４
８
５
橋
の
状
態
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
す
。

　

市
で
は
、
道
路
を
安
全
・
安
心
に

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
毎
日
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
道
路
や
付

属
施
設
の
点
検
お
よ
び
調
査
、
清

掃
、
植
栽
管
理
、
補
修
な
ど
の
ほ
か

に
、
冬
季
の
除
雪
作
業
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

道
路
の
破
損
状
況
が
激
し
い
場
所

は
、
応
急
処
置
で
安
全
を
確
保
し
た

後
に
、
緊
急
度
に
応
じ
て
専
門
の
業

者
に
依
頼
し
ま
す
。

　

舗
装
さ
れ
て
い
な
い
道
路
に
つ
い

て
も
、
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
や
グ

レ
ー
ダ
ー
な
ど
で
砂
利
を
敷
く
な
ど

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

道路のメンテナンスのメメメンテナナナのののメメメメンンテテテナナナ

グ
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
道
の
修
繕
。
未
舗

グ
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
道
の
修
繕
。
未
舗

装
の
市
道
で
も
安
全
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

装
の
市
道
で
も
安
全
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

道路に異常を発見したときは？道路に異常を発見したときは？

　市では日頃から道路パトロールを行い、

道路に異常がないか確認していますが、常

時全ての市道を確認することは難しい状況

です。周りの道路で異常を発見したときは、

すぐに市役所へ連絡をお願いします。

通報があった場所は必ず確通報があった場所は必ず確

認し、状況に応じて応急処認し、状況に応じて応急処

置をしています。置をしています。

⬆

⬆

舗
装
が
剥
が
れ
た
場
所
を
清
掃
し
、
乳
剤

舗
装
が
剥
が
れ
た
場
所
を
清
掃
し
、
乳
剤

（
接
着
剤
）
を
塗
り
ま
す
。

（
接
着
剤
）
を
塗
り
ま
す
。

⬆

熱
し
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
敷
き
、
転
圧
し

熱
し
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
敷
き
、
転
圧
し

て
、
路
面
を
平
ら
に
な
ら
し
ま
す
。

て
、
路
面
を
平
ら
に
な
ら
し
ま
す
。

⬆

す
ぐ
に
舗
装
が
剥
が
れ
な
い
よ
う
、
接
合

す
ぐ
に
舗
装
が
剥
が
れ
な
い
よ
う
、
接
合

面
を
平
ら
に
仕
上
げ
ま
す
。

面
を
平
ら
に
仕
上
げ
ま
す
。

⬆

修
繕
が
完
了
で
す
。

修
繕
が
完
了
で
す
。

⬆

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
で
の
整
地
。
水
た
ま

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
で
の
整
地
。
水
た
ま

り
や
段
差
を
解
消
し
て
い
ま
す
。

り
や
段
差
を
解
消
し
て
い
ま
す
。

⬆

建設課 維持緑地係建設課 維持緑地係

瀬藤主事瀬藤主事

橋
梁
の
調
査
。
構
造
や
老
朽
化
の
度
合
い

橋
梁
の
調
査
。
構
造
や
老
朽
化
の
度
合
い

な
ど
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

な
ど
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

⬆

⬆

道  

路
修
繕
計
画

路
修
繕
計
画

橋 

梁
長
寿
命
化

梁
長
寿
命
化

　
　
　
　
　

修
繕
計
画

　
　
　
　
　

修
繕
計
画

日  

常
の
維
持
管
理

常
の
維
持
管
理

道
路
を
守
る

道
路
を
守
る
22
つ
の
計
画

つ
の
計
画
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こ
れ
ま
で
市
が
管
理
す
る
道
路
で
、

老
朽
化
が
原
因
と
な
る
重
大
な
事
故

等
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
道

路
施
設
の
多
く
は
、
建
設
か
ら
約
50

年
が
経
過
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
の
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
全

て
を
一
挙
に
解
決
す
る
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
す
。

　

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
市

民
協
働
に
よ
る
地
域
活
動
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
地
域
内
の
道
路
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
検
討

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
経
費
の
削
減
に
努

め
、
安
心
・
安
全
な
道
路
管
理
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

建
設
課 

維
持
緑
地
係 

（
内
線

３
３
４
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

7
月
号
（
7
ペ
ー
ジ
）

特
集
「
め
ざ
せ
！
い
き
い
き
！
健
康

寿
命
日
本
一
」
の
中
で
、
元
気
長

生
き
応
援
隊
の
「
渡
辺
憲
子
」
さ

ん
の
名
前
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。

正
し
く
は
「
渡
辺
登
子
」
さ
ん
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

自治会消雪パイプ自治会消雪パイプ

　点検作業協力交付金制度　点検作業協力交付金制度

項目 点検距離 金額

消雪パイプ点

検協力費

500m 未満 5,000 円

1,000m 未満 10,000 円

1,500m 未満 15,000 円

2,000m 未満 20,000 円

2,000m 以上 25,000 円

消雪パイプ点

検消耗品費

500m 未満
3,000 円

1,000m 未満

1,500m 未満
4,000 円

2,000m 未満

2,000m 以上 5,000 円

　

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た

ち
で
守
る
」
の
掛
け
声
の
下
、
地
域

で
取
り
組
む
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

進
ん
で
い
ま
す
。
道
路
側
溝
の
清
掃

や
除
草
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
ほ
か
、

消
雪
パ
イ
プ
の
点
検
作
業
が
あ
り
ま

す
。

　

自
治
会
に
よ
る
消
雪
パ
イ
プ
の
点

検
は
、
平
成
17
年
に
始
ま
っ
た
取
り

組
み
で
、
最
初
の
年
は
65
自
治
会
で

し
た
が
、
昨
年
は
１
２
３
自
治
会
が

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
に
対
し

て
協
力
金
を
交
付
し
て
い
る
ほ
か
、

安
全
ベ
ス
ト
、
誘
導
棒
、
徐
行
旗
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
で
何
げ
な
く
通
っ
て

い
る
橋
で
も
、
老
朽
化
な
ど
に
よ
り

修
繕
が
必
要
で
す
。

　

普
段
か
ら
目
に
す
る
欄
干
、
手
す

り
な
ど
の
点
検
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
橋
脚
や
橋
桁
な
ど
橋
の
下
に
も

危
険
は
潜
ん
で
い
ま
す
。
年
数
が
経

つ
に
つ
れ
て
塗
装
部
分
の
劣
化
、
鉄

骨
等
の
腐
食
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ

び
割
れ
が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

症
状
を
放
置
す
る
と
、最
悪
の
場
合
、

橋
が
崩
落
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
見
え
な
い
部
分
の
点
検
、
修
繕

も
重
要
で
す
。

　

市
内
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
消
雪
パ

イ
プ
の
総
延
長
は
約
１
８
４
㎞
で

す
。
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
全
て

の
消
雪
パ
イ
プ
の
点
検
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

点
検
は
、
水
を
出
し
な
が
ら
、
消

雪
パ
イ
プ
内
に
た
ま
っ
た
泥
や
さ
び

を
出
し
、
散
水
口
の
詰
ま
り
を
取
り

除
い
た
後
に
散
水
量
を
調
整
し
ま
す
。

　

こ
の
作
業
は
自
治
会
、建
設
業
者
、

市
職
員
で
行
っ
て
い
ま
す
。
修
繕
が

必
要
な
場
合
は
、
降
雪
前
に
修
理
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
降
雪
後
も
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
や
通
報
に
よ
り
、
不
具
合
を
見
つ

け
た
際
に
は
迅
速
に
修
理
・
修
繕
を

行
っ
て
い
ま
す
。

⬆

設
置
か
ら

設
置
か
ら
3030
年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化
に

年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化
に

よ
り
破
損
し
た
消
雪
パ
イ
プ
の
ノ
ズ
ル
。

よ
り
破
損
し
た
消
雪
パ
イ
プ
の
ノ
ズ
ル
。

　自治会で行う消雪パイプ点検に対して、協

力金を交付しています。ノズルに詰まった砂

や泥などを、棒を差し込んで取り除く作業です。

⬆

宮
町
自
治
会
で
行
わ
れ
た
消
雪
パ
イ
プ
の

宮
町
自
治
会
で
行
わ
れ
た
消
雪
パ
イ
プ
の

点
検
作
業
。
毎
年

点
検
作
業
。
毎
年
1111
月
ご
ろ
、
自
治
会
住

月
ご
ろ
、
自
治
会
住

民
が
集
ま
り
作
業
し
て
い
ま
す
。

民
が
集
ま
り
作
業
し
て
い
ま
す
。

⬆

⬆

老
朽
化
に
よ
り
、
地
下
水
の
く
み
上
げ
能

老
朽
化
に
よ
り
、
地
下
水
の
く
み
上
げ
能

力
が
低
下
し
た
井
戸
ポ
ン
プ
（
青
枠
内
）

力
が
低
下
し
た
井
戸
ポ
ン
プ
（
青
枠
内
）

⬆

新
し
い
井
戸
ポ
ン
プ
。
能
力
向
上
の
ほ
か
、

新
し
い
井
戸
ポ
ン
プ
。
能
力
向
上
の
ほ
か
、

耐
久
性
も
向
上
し
て
い
ま
す
。（
青
枠
内
）

耐
久
性
も
向
上
し
て
い
ま
す
。（
青
枠
内
）

⬆

地
震
に
よ
る
橋
の
落
下
を
防
止
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
補
強
材
。（
青
枠
内
）

に
設
置
さ
れ
た
補
強
材
。（
青
枠
内
）

作業は簡単でどなたで作業は簡単でどなたで

もできます。気軽に問もできます。気軽に問

い合せください。い合せください。

建設課 維持緑地係建設課 維持緑地係

金田主事金田主事

見 

え
な
い
部
分
も

え
な
い
部
分
も

　
　
　

　
　
　

  

し
っ
か
り
点
検

し
っ
か
り
点
検

冬 

場
の
交
通
確
保

場
の
交
通
確
保

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

に
備
え
て

に
備
え
て

地  

域
で
の
メ
ン
テ
ナ
ン

域
で
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
進
ん
で
い
ま
す

ス
が
進
ん
で
い
ま
す

安  

心
・
安
全
な
道
路
管

心
・
安
全
な
道
路
管

理
を
目
指
し
て

理
を
目
指
し
て

橋梁のメンテナンス

消雪パイプのメンテナンス

地域で取り組むメンテナンスり組むむメンり組組組組むむむメメメンン
スス

めめ

消雪パイ消雪パイ
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10 月 1 日は国勢調査国勢調査の日

あなたの調査票には
日本の大切な未来がつまっています

平成 27 年国勢調査阿賀野市実施本部（市民協働推進課内）へ　☎ 62-2510（内線 603）

　国の最も重要な統計調査で、5年に一度行われ

る「国勢調査」が全国一斉に実施されます。

　この調査は、住民票などの届け出に関係なく、

平成 27 年 10 月 1 日現在で「阿賀野市に住んでい

る人」全てが対象となり、外国人も調査の対象と

なります。

　9月上旬から調査員が各家庭を訪問し、調査の

お願いに伺いますので、ご協力をお願いします。

今回の国勢調査からインターネットでの回答が可能になりました !!

回答は、インターネットまたは調査票のいずれかで行うことができます。

● パソコンやスマートフォン、タブレットで回

答ができます。

9 月10日～20日
インターネットでの回答は

● インターネット回答がなかった世帯には調査

員が調査票をお配りします。

10 月1日～7日
調査票での回答は

●調査票が税金の資料に使われるのでは？

　調査票に記入していただいた内容は、統計以外

の目的に使用されることは決してありません。

●調査員ってどんな人？

　阿賀野市の調査員は、自治会からの推薦や地域

の実情に応じた方法により、お住まいの自治会の

人や近隣自治会の人にお願いしています。

●回答した内容は守られるの？

　調査員をはじめ、国勢調査に従事する人には、

統計法により個人情報を保護するため、厳格な守

秘義務が課せられており、調査票の記入内容は厳

重に守られます。

●「かたり調査」にご注意を！

　調査員を装い、家族構成や生年月日などを聞き

出す「かたり調査」に注意してください。不審に思っ

たときは、市役所まで連絡をお願いします。

■この記事に関する問い合わせは、

総務省・新潟県・阿賀野市

パソコンやスマートフォンでも回答できますパソコンやスマートフォンでも回答できます

調査員はこのバッグを持って調査に伺います調査員はこのバッグを持って調査に伺います

詳しくは　　国勢調査 2015　　　　検索検索

http://kokusei2015.stat.go.jp/

　国勢調査についての詳細は、国勢調査 2015 キャ

ンペーンサイトをご覧ください。

※調査票の提出は、調査員に手渡しまたは郵送で

国勢調査は日本の未来

や地域のまちづくりの

ための重要な資料にな

ります。

ご協力お願いします！

あがの市民病院があがの市民病院が
　　10月 1日に開院します　　10月 1日に開院します
あがの市民病院があがの市民病院が
　　10月 1日に開院します　　10月 1日に開院します

■この記事に関する問い合わせは、地域医療推進課 病院建設係へ　☎ 62-2510（内線 288）

あがの市民病院完成（第 1期工事） 今後の予定（第 2期工事）

新たに「糖尿病・生活習慣病予防治療センター」と「地域医療・連携センター」

が設置されます。

○糖尿病・生活習慣病予防治療センター

　自覚症状がないうちに重症化しやすい糖尿病や、

生活習慣病の発症予防・治療を主な目的とした診

療を行います。

○地域医療・連携センター

　利用者の立場になって相談に応じ、関係機関と

連絡調整等を行いながら在宅療養を支援する地域

医療と医療機関の連携を強化します。

　昨年 3月に着手した、あがの市民病院の建設工

事が 7月 31日に完了しました。

　第 1期工事は、建築工事・電気設備工事・機械

設備工事の 3本に分割発注し、それぞれの工事は

3社 JV（共同企業体）で構成されていましたが、

各工事とも無事故で終えることができました。

　工事に協力していただいた皆さま、大変ありが

とうございました。

あがの市民病院のエントランスホールあがの市民病院のエントランスホール

　あがの市民病院開院

　水原郷病院の解体工事に着手

　解体工事が完了　　　　　　　第 2期工事期間

　駐車場の整備工事に着手

　駐車場が整備されるまでの間、ご不便をお掛け

しますが、ご協力をお願いします。

水原郷病院（手前）と、あがの市民病院（奥）水原郷病院（手前）と、あがの市民病院（奥）
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■この記事に関する問い合わせは、市長政策課 企画経営係へ　☎ 62-2510（内線 263）

ふるさと阿賀野市応援寄附ふるさと阿賀野市応援寄附

全国各地の皆さんから、全国各地の皆さんから、
　　温かいご支援をいただきました！　　温かいご支援をいただきました！

　ふるさと納税（寄附金）とは、生まれ育ったふるさとや応援したいと　ふるさと納税（寄附金）とは、生まれ育ったふるさとや応援したいと

考えている自治体など、居住地以外の自治体に寄附を行うことで、その考えている自治体など、居住地以外の自治体に寄附を行うことで、その

年の所得税と翌年度の個人住民税の軽減を受けることができる制度です。年の所得税と翌年度の個人住民税の軽減を受けることができる制度です。

～阿賀野市への応援メッセージ～
・・ 瓢湖や五頭山をはじめ、自然あふれる大変魅力的な地域だと思います。行ってみたいです。（広島県・

男性）

・・ 自然環境の維持は大変でしょうが、これからもそこに住む人、訪れる人の癒やしの場になるよう守っ

ていってください。（大阪府・男性）

・・ 子どもが安心して暮らせるために、福祉に役立ててください。（岡山県・男性）

・・ 美しい自然とおいしいお米を作れる水田を後世に残してください。（愛知県・男性）

・・ 市の発展を願っています。皆さんがんばってください。（東京都・女性）

○寄附件数 … 3,267 件　　　○金額 … 46,475,100 円
“魅力ある阿賀野市が好き！”“がんばれ阿賀野市！”との思いによる支援に、心から感謝申し上げます。

寄附金用途の希望事業 件数 寄附金額

白鳥の瓢湖、五頭連峰、阿賀野川など豊かな自然環境を守り育てる事業 1,067 件 13,979,000 円

ふるさと阿賀野市の文化と子どもたちを守り育てる事業 1,081 件 14,338,956 円

その他、目的達成のため市長が必要と認める事業（特に使途の指定なし） 1,162 件 18,157,144 円

※  1 回の寄附で複数の用途に分けて寄附することもできるので、事業別の寄附件数の合計と全体の寄附

件数は一致しません。

平成26年度の寄附件数・金額平成26年度の寄附件数・金額平成26年度の寄附件数・金額平成26年度の寄附件数・金額

○活用額 … 5,034,052 円
　いただいた寄附金は「ふるさと阿賀野市応援基金」として積み立て、阿賀野市

の次世代を担う子どもたちのため、次の事業に活用させていただきました。

●はじめての絵本プレゼント読み聞かせ事業　　絵本　655 冊

●学校音楽教育推進事業　　　　　　　　　　　グランドピアノ　1台

●児童のふるさと学習のための教育整備事業　　副読本　2,000 冊

●地域医療を守り育てる絵本配布事業　　　　　絵本　292 冊

平成26年度の寄附金活用状況平成26年度の寄附金活用状況平成26年度の寄附金活用状況平成26年度の寄附金活用状況

今後も寄附をしていただいた皆さんの思いに応え、市を元気にしていく取り組みを進めていきます。

（阿賀野市へのふるさと納税の名称です）（阿賀野市へのふるさと納税の名称です）

・・建物・跡地利用に関すること…上記の課または管財課 財産管理係へ　☎ 62-2510（内線 272）

■この記事に関する問い合わせは、

・・統合に関すること…学校教育課 教育総務係へ　☎ 62-2790（内線 331）

 赤坂・山手小学校を 赤坂・山手小学校を
　　 保田小学校へ統合します　　 保田小学校へ統合します

　6月 19 日の市議会定例会で「阿賀野市立小・中

学校設置条例の一部を改正する条例」が可決され、

平成 29 年 4 月 1 日に赤坂小学校と山手小学校を

保田小学校へ統合することが決まりました。

　今後は、3校の児童の交流や書類・備品の整備、

バス通学の調整などを行い、統合に向けた準備を

進めていきます。

　学校の再編については、平成 23 年度に策定し

た「阿賀野市立小学校 11 校整備計画」を基に取

り組んできました。

　しかし、安田地区の赤坂小学校と山手小学校で

は児童の減少が進み、山手小学校では平成 26 年

度から複式学級（2つ以上の学年を 1つにした学

級）が生じました。

　市の施策の柱である「子どもの育成支援の充実」

を進める上で、小規模校の在り方などの小学校整

備計画について、あらためて検討してきました。

　そこで、安田地区では、小学校区ごとに説明会

を開催して、保護者等の意見を聞きながら、新た

に小学校整備計画を策定し、準備を進めてきまし

た。

　閉校による建物・跡地の活用については、市民

の皆さんのアイデアも取り入れながら検討してい

きます。「建物・跡地の活用」に関する意見等が

ありましたら、学校教育課教育総務係または管財

課財産管理係へ連絡をお願いします。

統合の経緯統合は平成 29 年 4 月

建物・跡地の活用
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表彰

　7月 10 日、市役所で新潟県市町村林政振興協

議会長表彰の伝達式が行われ、 井一郎さん（市

野山）が林業功績者として表彰されました。

　 井さんは、集落の共有林（旧水原町の飛び地）

152haの森林を管理するため、平成2年に関係者と

大平生産森林組合を設立。平成15年度から26年

度まで組合長を務め、林業の発展に尽力されました。

林
業
功
績
者
表
彰

●　

井
一
郎
さ
ん

　6 月 9 日、新潟県自治会館で開催された「第

35 回食生活改善のつどい」において、 川スミ

子さん（緑町）が新潟県食生活改善推進委員協

議会優良会員として表彰されました。

　 川さんは、水原町時代から現在まで町や市の

協議会理事を務めるなど、食生活改善推進委員と

しての長年の功績を認められて受賞したものです。

優
良
会
員
表
彰

●　

川
ス
ミ
子
さ
ん 左から、田中市長、　井さん左から、田中市長、　井さん

大会名： 高円宮賜杯第 35 回全日本学童軟式野      

　球大会マクドナルド・トーナメント

日　程：8 月 6日（木）～ 12 日（水）

会　場： 明治神宮野球場（東京都新宿区）ほか

　市内の各チームから選抜したメンバーで結

成した小学生野球チーム「オール阿賀野ジュ

ニア」が、全国大会である高円宮賜杯第 35 回

全日本学童軟式野球大会マクドナルド・トー

ナメントに初めて出場します。この大会は、

全国約 15,000 チームから勝ち抜いてきた強豪

チームが出場し、「小学生の甲子園」とも呼ば

れています。

　オール阿賀野ジュニアは、昨年結成され、監

督は分田イーグルスの中山崇監督が務めます。

　6月 30 日には選手・監督が市役所を訪れ、

田中市長に県大会の優勝と全国大会への出場

を報告しました。どの選手も「全国大会で優

勝したい」と意気込んでいました。

　初戦は、8 月 7 日（金）午後 4 時から大田

スタジアム（東京都大田区）で京都代表の巨

椋少年野球倶楽部と対戦します。

　　　おめでとう！　全国大会出場Sports 

（前列左から）竹井颯斗くん（笹岡小）、熊倉慶人くん（分

田小）、立川大和くん（山手小）、小菅晃くん（保田小）、

阿部拓くん（京ヶ瀬小）、齋藤竜輝くん（保田小）、小野

里繕くん（保田小）、渡邊公平くん（水原小）、加藤玲美

さん（堀越小）

（後列左から）坂井太陽くん（水原小）、井上会長（市体

育協会）、髙橋侑汰くん（堀越小）、鈴木柊哉くん（分田小）、

田中市長、田井志英くん（京ヶ瀬小）、渡邊暁仁くん（保

田小）、加藤秀成くん（水原小）、後藤奏太くん（水原小）、

近晃成くん（水原小）、中山監督、大滝陽向くん（分田小）

　

7
月
9
日
、
新
潟
テ
ル
サ
で
開
催
さ

れ
た
「
県
民
交
通
安
全
フ
ェ
ア
」
に
お

い
て
、
新
潟
県
交
通
安
全
対
策
連
絡
協

議
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

● 

新
潟
県
交
通
安
全
対
策
連
絡

協
議
会
長
表
彰

○
交
通
安
全
優
良
校

　

 

赤
坂
小
学
校

　

 　

交
通
安
全
の
重
要
性
を
深
く
認
識

し
、
適
切
な
教
育
に
よ
り
優
れ
た
成

果
を
上
げ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

○
交
通
安
全
功
労
者

　

阿
賀
野
市
交
通
安
全
協
会

　

京
ヶ
瀬
支
部
長 

　

能

山
俊
雄
さ
ん
（
姥
ヶ
橋
）

　

 　

長
年
に
わ
た
る
交
通
安
全
思
想
の

普
及
と
交
通
安
全
の
確
保
に
尽
力
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

交
通
安
全
表
彰

左から、能左から、能 山さん、石栗美子赤坂小山さん、石栗美子赤坂小
学校長学校長

寄付紹介

　7月14日、ささかみ農業協同組合の清田壽一組合

長が市役所を訪れ、7月 7日に開催した第22回Ｊ

Ａささかみゴルフ大会のチャリティー募金8万1,500

円を社会福祉に役立ててほしいと寄付されました。

　この大会は組合員相互や関連団体と交流を深

めるために毎年開催。地域貢献のため 1人当た

り５００円の募金を呼び掛けて集めたものです。

ゴ
ル
フ
大
会
の
参
加
者
か
ら

●
さ
さ
か
み
農
業
協
同
組
合

　6月 24日、大衆音楽の文化的向上と発展を目指

す新潟県大衆音楽協会阿賀野支部支部長の小林公

美子さん（中央町 1）と幹事の加藤敏夫さん（庄ケ

宮）、会計の渡邉道子さん（大室）が来庁されました。

　6月 21 日、福祉会館で開催された「第 4回歌と

踊りのチャリティー発表会」で募った 36,252 円

を社会福祉に役立ててほしいと寄付されました。

発
表
会
の
出
演
・
入
場
者
か
ら

●
大
衆
音
楽
協
会
阿
賀
野
支
部 左から、清田組合長、田中市長左から、清田組合長、田中市長

左から、田中市長、小林支部長、加藤幹事、左から、田中市長、小林支部長、加藤幹事、

渡邉会計渡邉会計

委員紹介
　

土
橋
伴
二
さ
ん
（
み
そ
ら
野
町
）
が
、

6
月
の
市
議
会
定
例
会
で
同
意
を
経

て
、
7
月
1
日
付
け
で
監
査
委
員
と
し

て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
の
構
成
は
、
左
表
の
と
お

り
で
す
。職

名

氏
名

代
表
監
査
委
員

土
橋 

伴
二

議
会
選
出
監
査
委
員

風
間 

輝
栄

監
査
委
員

●
7
月
1
日
付
け
で
任
命

　

監
査
委
員
は
、
市
の
事
務
事
業
の

執
行
が
法
令
等
に
従
っ
て
適
正
か
つ

正
確
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
も
と
よ
り
、
経
済
性
・
効
率
性
・

有
効
性
に
つ
い
て
も
、
独
立
し
た
第

三
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
検
証
を
行

い
ま
す
。

左から、田中市長、土橋さん左から、田中市長、土橋さん

　阿賀野市の「市章」は、合併前の北

蒲原郡南部郷合併協議会で公募して

決定したものです。

　デザインの趣旨は、阿賀野市の「ア」

で阿賀野川に抱かれた緑豊かな阿賀

野市の明るく元気な姿をデザインし

ています。赤はさん然と輝く希望の

太陽とみなぎる活力を、青は誇る人・

もの・情報の発信と市民の手をつな

ぐ協働・共生を、緑は理想の明日を

拓く創造性とひろがる夢や未来を表

現し、全体で「21 世紀に躍進する阿

賀野市」が力強く飛翔し、発展する

勇姿を象徴しています。

　

7
月
10
日
、
飲
料
水
寄
贈
に
伴
う
感

謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
田
中
市
長
か

ら
羽
田
酒
店
（
嘉
瀬
島
）
の
羽
田
庄
一

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

羽
田
酒
店
か
ら
は
、
平
成
22
年
1
月

か
ら
平
成
27
年
6
月
ま
で
に
、
市
や
水

原
郷
病
院
、
市
消
防
本
部
に
対
し
て
、

2
リ
ッ
ト
ル
入
り
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲

料
水
を
、
計
4
回
、
６
６
０
ケ
ー
ス

（
３
９
６
０
本
）
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
寄
贈
に
対
し

て
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
飲

料
水
を
災
害
用
備
蓄
飲
料
水
と
し
て
備

蓄
倉
庫
に
保
管
し
、
万
一
の
際
に
飲
料

水
な
ど
と
し
て
有
効
利
用
し
ま
す
。

長
年
の
寄
贈
に
感
謝

●
羽
田
酒
店

市民に感謝状を贈呈市民に感謝状を贈呈

左から、田中市長、羽田さん左から、田中市長、羽田さん

市章紹介
赤青

緑
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お
知
ら
せ

あ
な
た
の
住
宅
は
安
全
で
す
か
？

無
料
の
耐
震
診
断
な
ど

耐
震
事
業
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、地
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
・

崩
壊
か
ら
生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
無
料
で
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
耐
震
設
計
や
耐
震
改
修
等
の

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
家
が
地
震
に
対
し
て
大
丈
夫

か
？ 

こ
の
機
会
に
支
援
事
業
を
利
用

し
て
耐
震
診
断
等
を
受
け
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

　

耐
震
設
計
や
耐
震
改
修
等
の
補
助
を

受
け
る
場
合
、
市
の
耐
震
診
断
を
実
施

し
た
木
造
住
宅
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

《
耐
震
診
断
》

▼
対
象
と
な
る
建
物
（
次
の
全
て
に
該

当
す
る
建
築
物
）

① 

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
、

ま
た
は
工
事
が
着
手
さ
れ
た
木
造
住

宅
② 

1
戸
建
て
の
住
宅
（
店
舗
・
事
務
所
併

用
住
宅
で
、
延
べ
面
積
の
2
分
の
1

以
上
が
住
宅
用
に
供
し
て
い
る
も
の
）

③
地
上
2
階
建
て
以
下
の
住
宅

④ 

特
定
工
法
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
住
宅

以
外
の
住
宅

⑤ 

補
助
を
受
け
て
耐
震
診
断
を
行
っ
て

い
な
い
住
宅

▼
対
象
＝
市
内
に
建
築
物
を
所
有
し
、

か
つ
自
ら
居
住
し
て
い
る
人

▼
申
請
受
付
期
間

▽
第
2
回
…
8
月
17
日（
月
）〜
28
日（
金
）

▽
第
3
回
…
11
月
16
日（
月
）〜
27
日（
金
）

※ 

た
だ
し
、
予
定
戸
数
に
達
し
次
第
、

受
付
期
間
の
途
中
で
も
受
け
付
け
を

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
予
定
戸
数
＝
2
戸
程
度

《
耐
震
設
計
》

▼
補
助
の
対
象
＝
市
の
耐
震
診
断
を
受

け
、
か
つ
評
点
が
1
・
0
未
満
の
建
物

の
所
有
者

▼
補
助
金
額
＝
耐
震
設
計
に
要
す
る
費

用
の
2
分
の
1
以
内
（
上
限
10
万
円
）

▼
申
請
受
付
期
間
＝
12
月
25
日
（
金
）

ま
で

▼
募
集
予
定
戸
数
＝
2
戸
程
度

《
耐
震
改
修
等
》

○
一
般
耐
震
補
強
工
事

　

市
の
耐
震
設
計
を
受
け
、
か
つ
評
点

が
1
・
0
以
上
と
な
る
補
強
工
事

▼
補
助
金
額
＝
次
の
①
お
よ
び
②
に
よ

り
算
出
し
た
額
を
合
計
し
た
額

① 

耐
震
補
強
工
事
に
要
す
る
費
用
に
3

分
の
1
を
乗
じ
て
得
た
額
（
上
限

50
万
円
）

② 

①
で
算
出
し
た
額
に
2
分
の
1
を
乗

じ
て
得
た
額
（
上
限
15
万
円
）

▼
申
請
受
付
期
間
＝
随
時
受
付

▼
募
集
予
定
戸
数
＝
2
戸
程
度

○
部
分
耐
震
補
強
工
事

　

市
の
耐
震
設
計
を
受
け
、
か
つ
評
点

が
0
・
7
以
上
と
な
る
補
強
工
事

▼
補
助
金
額
＝
部
分
耐
震
補
強
工
事
に

要
す
る
費
用
に
3
分
の
1
を
乗
じ
て
得

た
額
（
上
限
30
万
円
）

※ 

高
齢
者
等
世
帯
に
属
し
、
か
つ
地
震

保
険
等
に
加
入
す
る
人
が
行
う
場
合

は
上
限
50
万
円

▼
申
請
受
付
期
間
＝
随
時
受
付

▼
募
集
予
定
戸
数
＝
1
戸
程
度

○
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
工
事

　

市
の
耐
震
診
断
を
受
け
、
か
つ
評
点

が
1
・
0
未
満
の
建
物
の
所
有
者

▼
補
助
金
額
＝
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

に
係
る
費
用
に
3
分
の
1
を
乗
じ
て
得

た
額
（
上
限
10
万
円
）

※ 

高
齢
者
等
世
帯
に
属
し
、
か
つ
地
震

保
険
等
に
加
入
す
る
人
が
行
う
場
合

は
上
限
20
万
円

▼
申
請
受
付
期
間
＝
随
時
受
付

▼
募
集
予
定
戸
数
＝
1
戸
程
度

《
共
通
事
項
》

▼
申
込
方
法
＝
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
建
設
課
へ
直
接
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
建
設
課
に
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
設
課 

都
市
計
画
建
築
係
（
内
線

３
１
６
・
３
１
８
）

大
日
原
演
習
場

訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
8
月
5
日
（
水
）、
7

日
（
金
）、
17
日
（
月
）
〜
21
日
（
金
）

午
前
8
時
〜
午
後
5
時
▼
空
砲
等
訓
練

＝
8
月
26
日
（
水
）
午
前
8
時
〜
27
日

（
木
）
午
後
5
時
（
終
日
訓
練
）

◎ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

土
砂
災
害
等
に
警
戒
を
呼
び
掛
け
る

緊
急
速
報
メ
ー
ル
が

届
き
ま
す

　

新
潟
県
で
は
、
生
命
を
守
る
た
め
に

避
難
行
動
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
状
況

で
発
表
さ
れ
る
土
砂
災
害
警
戒
情
報

（
※１

）
や
津
波
警
報
な
ど
に
つ
い
て
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
※２

）
を
使
っ
て
警

戒
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

※１  

お
住
ま
い
の
市
町
村
内
で
大
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
非

常
に
高
ま
っ
た
場
合
、
気
象
庁
と
県

が
警
戒
を
呼
び
掛
け
る
た
め
に
発
表

す
る
情
報
で
す
。

※２  

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
の
携
帯
電
話
に
配
信
さ

れ
ま
す
。

◎ 

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
例
文

　

こ
ち
ら
は
新
潟
県
で
す
。

　

○
時
○
分
に
、
○
○
市
に
土
砂
災

害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の

危
険
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
厳
重
に
警
戒
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
の
気
象
情
報
や
市
町
村
か
ら

の
情
報
等
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
防
災
局
危
機
対
策
課

◎ 

新
潟
県
土
砂
災
害
警
戒
情
報
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

　

土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
等
に
つ
い

て
は
、
新
潟
県
土
砂
災
害
警
戒
情
報
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
詳
細
な
情
報
が
確
認
で

き
ま
す
。

・ 

パ
ソ
コ
ン
版

　

 h
ttp
://d
o
b
o
k
u
-b
o
u
s
a
i.p
re
f.

n
iig
ata.jp

/sab
o
u
/

・ 

携
帯
電
話
版

　

 h
ttp
://d
o
b
o
k
u
-b
o
u
s
a
i.p
re
f.

n
iig
ata.jp

/sab
o
u
_
m
/

▼
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課 

危
機
管
理

室 

地
域
安
全
係
（
内
線
２
７
６
）

安 田 支 所  ☎ 68ー3000
農業委員会  ☎ 68ー3238
安田公民館・体育館  ☎ 68ー3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67ー2111
市立図書館  ☎ 67ー2500

阿賀野市役所  ☎ 62ー2510
水原総合体育館    （休館中）
水原公民館    （休館中）
水原郷病院  ☎ 62ー2780
上下水道局  ☎ 62ー2159
消 防 本 部  ☎ 62ー2058

笹 神 支 所  ☎ 62ー4141
学校教育課  ☎ 62ー2790
生涯学習課  ☎ 62ー5322
笹神体育館  ☎ 61ー2111
ふれあい会館  ☎ 63ー8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

9
月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
協
働
推
進
課 

市
民
協
働
推
進
係
（
内
線
６
０
３
・
３
４
８
）

10
月
1
日
、
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
に
ご
協
力
を
！

お盆期間（8月 12 日～ 18 日）の業務予定
期　日

施設・業務名等
12 日（水）13 日（木）14 日（金）15 日（土）16 日（日）17 日（月）18 日（火）

市役所 平常どおり 休み 平常どおり

市営バス 平常どおり ※臨時特別ダイヤ 休み 平常どおり

水原郷病院 平常どおり 休み 平常どおり 休み 平常どおり

葬斎場 平常どおり 休み 平常どおり

ごみ収集 平常どおり 休み 平常どおり

環境センター 平常どおり 午前 9時～
11 時 30 分 休み 平常どおり

し尿処理場 平常どおり 休み 平常どおり

図

書

館

（室）

市立（京ヶ瀬） 平常どおり 午前9時 30分
～午後 5時 平常どおり 休み 平常どおり

水原中学校市民 平常どおり 午前9時 30分
～午後 5時 休み 平常どおり

笹神・安田 平常どおり

吉田東伍記念博物館 平常どおり 休み 平常どおり

五頭の麓のくらし館 平常どおり 休み 平常どおり

福祉会館 平常どおり 休み 平常どおり

瓢湖憩の家 平常どおり 休み 平常どおり

城のうち 平常どおり 休み 平常どおり

保健福祉センター京和荘 平常どおり 休み 平常どおり

ささかみ荘 平常どおり 休み 平常どおり

すぎの子・やすだ児童クラブ 平常どおり 休み 平常どおり

病児保育室 おひさま 平常どおり 休み 平常どおり

五頭山麓いこいの森キャンプ場 平常どおり

宝珠温泉あかまつ荘 平常どおり

リズム・ハウス瓢湖 平常どおり

五
頭
山
麓

う
ら
ら
の
森

ふれあい野菜即売所 平常どおり 午前 8時～
正午 平常どおり 休み

情報発信館・体験学習館 平常どおり 休み

水原代官所、水原ふるさと
農業歴史資料館 平常どおり 休み 平常どおり

天朝山文化交流の家 平常どおり 休み 平常どおり

 上記以外の施設は、各施設の通常の定休日や休館日によります。
※市営バスは、8月 13 日（木）、14 日（金）に 「臨時特別ダイヤ」で運行します。

　原則、出発時刻が昼 12 時台の便まで運行しますが、以下の路線で一部変更があります。

　・ 駒林線は、京和荘午前 7時 30 分発の便は運休します。

　・ 分田線は、安田支所午前 7時 25 分発および市役所午前 7時 30 分発の便は運休しますが、市役所午後 1時

38 分発および安田支所午後 2時 05 分発の便は運行します。

自
転
車
事
故
か
ら

身
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

夏
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
自
転
車
に

乗
る
機
会
が
多
い
季
節
で
す
。
安
全
で

快
適
な
自
転
車
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
次
の
点
が
重
要
で
す
。

・ 

ブ
レ
ー
キ
の
調
整
は
、
事
故
予
防
の

た
め
に
極
め
て
大
切
で
す
。
定
期
的

に
自
転
車
販
売
店
等
で
調
整
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

・ 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
必
ず
か
ぶ
り
ま
し
ょ

う
。
万
が
一
事
故
に
遭
っ
て
も
、
頭

部
へ
の
衝
撃
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎ 

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
個
別

の
相
談
室
が
あ
り
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線
２
１
４
）

・ 

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

ハ
ス
の
花
を
販
売
し
ま
す

▼
日
時
＝
①
8
月
11
日
（
火
）、
②
8

月
12
日
（
水
）
午
前
7
時
〜
正
午

▼
販
売
数
量
・
金
額
＝
①
１
０
０
０
本
、

②
３
０
０
０
本（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

／
1
本
１
０
０
円

▼
そ
の
他
＝
ハ
ス
の
葉
、
ハ
ス
の
実
も

販
売
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観
光
課 

観
光

係
（
内
線
３
４
３
）

【市役所・各支所の開庁時間】
午前 8時 30 分～午後 5時 15 分〔土曜、日曜、祝日、
年末年始 (12 月 29 日～ 1月 3日 ) を除く〕
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お
知
ら
せ

市
立
図
書
館

創
作
室
を
学
習
室
と
し

て
開
放
し
ま
す

▼
期
間
＝
8
月
30
日
（
日
）
ま
で
の
開

館
日

▼
時
間

・ 

平
日
…
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

・ 

土
曜
・
日
曜
…
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
4
時
30
分

※ 

利
用
の
際
は
、
窓
口
に
申
し
出
く
だ

さ
い
。
図
書
館
行
事
や
各
種
団
体
等

の
利
用
申
し
込
み
が
あ
る
場
合
は
、

開
放
し
ま
せ
ん
の
で
、了
承
願
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
立
図
書
館

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

和
室
を
昼
食
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
開
放
し
ま
す

▼
日
時
＝
8
月
31
日
（
月
）
ま
で
の
開

室
日

▼
時
間
＝
正
午
〜
午
後
1
時

※ 

利
用
の
際
は
、
窓
口
に
申
し
出
く
だ

さ
い
。
都
合
に
よ
り
開
放
し
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

☎
47
‐
８
０
６
８

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

FM 76.1MHz
 

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 

06 月 25 日入札
建設工事等発注状況

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

藤屋堤塘線拡幅改良工事 ㈲光建 1,285,200 円 97.5% 指名競争 50 日間 4

公用車賃貸借
㈱佐藤モーター
ス

23,220 円／月 52.9% 指名競争 6年間 3

赤松山再生事業 松くい虫耐性松保育
業務委託

さくら森林組合 723,600 円 98.5% 指名競争 30 日間 3

泉町学校線橋梁修繕詳細設計業務委
託

相互技術㈱ 4,590,000 円 91.8% 指名競争 180 日間 11

泉町学校線ほか ( 砂山工区 ) 橋梁修
繕詳細設計業務委託

㈱クリエイトセ
ンター

6,318,000 円 93.8% 指名競争 180 日間 11

泉町学校線ほか ( 福永工区 ) 橋梁修
繕詳細設計業務委託

エヌシーイー㈱ 4,590,000 円 94.4% 指名競争 180 日間 11

弥生町上中野目線測量設計業務委託 相互技術㈱ 7,344,000 円 92.5% 指名競争 200 日間 8

地域おこし協力隊公用車賃貸借（5
台）

㈱佐藤モーター
ス

69,660 円／月 69.0% 指名競争 6年間 3

リハビリテーション機器その 2購入 源川医科器械㈱ 3,780,000 円 97.5% 指名競争 H27.09.10 5

産婦人科機器一式購入 源川医科器械㈱ 4,698,000 円 96.5% 指名競争 H27.09.10 5

アイスノン冷凍庫購入 ㈱サトウ教材 1,036,800 円 99.7% 指名競争 H27.09.10 2

計測機器その 2購入
ジェイメディカ
ル㈱

3,132,000 円 96.7% 指名競争 H27.09.10 4

患者加温装置購入 源川医科器械㈱ 216,000 円 93.5% 指名競争 H27.09.10 5

リクライニングチェアー一式購入 源川医科器械㈱ 993,600 円 96.4% 指名競争 H27.09.10 5

デジタイザー購入 源川医科器械㈱ 4,158,000 円 98.7% 指名競争 H27.09.10 6

人工呼吸器購入
ジェイメディカ
ル㈱

9,396,000 円 96.7%
制限付
一般競争

H27.09.10 2

内視鏡システムその 2購入 ㈱広川製作所 30,240,000 円 98.6%
制限付
一般競争

H27.09.10 2

密閉式自動固定包埋装置購入 源川医科器械㈱ 5,184,000 円 99.0%
制限付
一般競争

H27.09.10 1

透析用スケールベッド購入
ジェイメディカ
ル㈱

8,532,000 円 98.8%
制限付
一般競争

H27.09.10 2

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4月 1日施行）に基づき公表するものです。

平
成
27
年
度

水
原
地
区
・
安
田
地
区

敬
老
会
の
ご
案
内

▼
開
催
日
・
会
場

・・  

水
原
地
区
…
9
月
13
日
（
日
）
／
水

原
小
学
校
「
体
育
館
」

※  

水
原
総
合
体
育
館
が
改
修
中
の
た

め
、
会
場
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

・・  

安
田
地
区
…
9
月
26
日
（
土
）
／
安

田
体
育
館

▼
対
象
＝
昭
和
14
年
4
月
1
日
以
前
生

ま
れ
（
77
歳
以
上
）
の
人

※ 

該
当
す
る
皆
さ
ん
に
は
、
自
治
会
等

を
通
じ
て
後
日
案
内
し
ま
す
。
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
高
齢
福
祉
課 

高
齢

福
祉
係
（
内
線
２
３
７
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
（
県
障
）

受
給
者
証
を
お
持
ち
の

皆
さ
ん
へ

　

こ
の
制
度
は
、
障
が
い
者
や
扶
養
義

務
者
な
ど
の
所
得
が
一
定
の
限
度
額
以

下
の
場
合
、
1
年
間
（
9
月
1
日
か
ら

翌
年
8
月
31
日
ま
で
）、
障
が
い
者
の
医

療
費
を
県
と
市
が
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、
有
効

期
間
が
8
月
31
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
9

月
1
日
（
火
）
か
ら
有
効
の
新
し
い
受

給
者
証
は
、
8
月
下
旬
に
対
象
者
へ
発

送
し
ま
す
。
平
成
24
年
の
更
新
時
や
新

規
申
請
時
に
同
意
書
を
提
出
し
た
人
は
、

自
動
更
新
と
な
り
、手
続
き
は
不
要
で
す
。

※  

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
速
や
か
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・・  

受
給
者
の
氏
名
や
住
所
を
変
更
し
た

と
き
。

・・  

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
を
変
更
し

た
と
き
。

・・  

受
給
者
証
を
破
損
、
紛
失
し
た
と
き
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

障
害

福
祉
係
（
内
線
２
４
６
）

個
人
事
業
税
の
納
税
は

お
早
め
に

▼
納
期
限

・  

第
1
期
…
8
月
31
日
（
月
）

・  

第
2
期
…
11
月
30
日
（
月
）

▼
納
税
窓
口
＝
8
月
10
日
（
月
）
ご
ろ

に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
最
寄

り
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
地
域
振
興

局
県
税
部
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
口
座
振
替
＝
預
金
口
座
の
あ
る
金
融

機
関
で
申
し
込
み
を
す
る
と
、
次
の
と

お
り
口
座
振
替
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

・  

7
月
〜
9
月
に
申
し
込
み
を
し
た
場

合
…
第
2
期
分
か
ら

・  

10
月
〜
翌
年
6
月
に
申
し
込
み
を
し

た
場
合
…
翌
年
の
第
1
期
分
か
ら

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
地
域
振
興
局

県
税
部 

課
税
課　

☎
０
２
５
４
‐
26

‐
９
０
２
４

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

緑
の
募
金

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

て
、
募
金
総
額
が
１
１
３
万
９
５
８
９

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
国
土
の
緑
化
推
進
に
充

て
る
た
め
、（
公
社
）
に
い
が
た
緑
の

百
年
物
語
緑
化
推
進
委
員
会
へ
送
金
し

ま
し
た
。

《平成 27 年募金内訳》

家庭（自治会）募金 993,194 円

学校募金 60,093 円

職場募金 70,462 円

団体募金 15,000 円

募金箱（窓口）募金ほか 840 円

合計 1,139,589 円

※ 募金をしていただいた団体に植樹用
苗木の申請案内を送付しました。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
農
林
課 

農
林
整
備

係
（
内
線
６
７
９
）

催　
　

し

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
ゆ
う
き
の
里

ゆ
う
き
祭

　

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
々
と

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
い
、
施
設

へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
「
ゆ
う
き
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
も
お
楽
し
み
抽
選
会
を
行
い
ま

す
。
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ん
の
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
8
月
8
日
（
土
）
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
2
時
▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会

館
▼
内
容
＝
抽
選
会
、
太
鼓
・
三
線
演
奏
、

バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
屋
台
出
店

▼
問
い
合
わ
せ
＝
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所 

ゆ
う
き
の
里　

☎
62
‐

９
９
１
０

笹
神
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　

地
域
の
皆
さ
ん
も
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
8
月
18
日
（
火
）
午
後
7
時

〜
8
時
30
分
▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会
館

「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

▼
内
容
＝
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
ピ

ア
ノ
独
奏
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
合
奏
、
合
唱

▼
問
い
合
わ
せ
＝
笹
神
中
学
校 

Ｐ
Ｔ

Ａ
教
養
部　

成
田　

☎
62
‐
７
３
３
０

仮
装
も
大
歓
迎
！

出
湯
納
涼
盆
踊
り
大
会

　

焼
き
鳥
、
か
き
氷
、
綿
あ
め
が
無
料

で
す
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）。
豪
華

景
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
8
月
15
日
（
土
）
午
後
7
時
30

分
〜
（
雨
天
中
止
）
▼
会
場
＝
出
湯
温
泉

共
同
駐
車
場
（
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
左
折
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
出
湯
納
涼
盆
踊
り
大

会
実
行
委
員
会　

橋
本　

☎
０
９
０
‐

２
５
２
２
‐
０
１
５
６

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

交
流
ホ
ー
ル
展
示
案
内

◎ 

水
原
篆て

ん

刻こ
く

の
会「
篆
刻
の
会
作
品
展
」

　

会
員
の
篆
刻
作
品
21
点
を
展
示
し
ま

す
。

▼
期
間
＝
8
月
11
日
（
火
）
〜
9
月
6

日
（
日
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

（
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

※ 

月
曜
休
館
日
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
交
流
ホ
ー
ル
」

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

水
原
文
化
協
会

作
品
展
示
日
程

　

水
原
文
化
協
会
加
盟
団
体
会
員
の
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間
・
展
示
団
体

・ 

8
月
28
日
（
金
）
ま
で
／
水
原
郷
絵

を
描
く
会

・ 

8
月
31
日
（
月
）
〜
10
月
23
日
（
金
）

／
全
日
写
連
阿
賀
野
支
部

▼
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
市
役
所
2
階
通
路

▼
展
示
団
体
＝
水
原
郷
絵
を
描
く
会

（
絵
画
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課 

庶
務
係
（
内

線
２
６
７
）
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催　
　

し

宝
珠
温
泉

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 

太
田
由
紀
と
歌
の
仲
間
カ
ラ
オ
ケ
発

表
会

▼
日
時
＝
8
月
2
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
泉
の
会
（
新
保
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉 

あ
か
ま

つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

募 　

集 

安
全
運
転
・
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
」

参
加
者
募
集

◎ 

共
通
事
項

▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
＝
9
月
23
日（
水
・

祝
）
〜
12
月
31
日
（
木
）
１
０
０
日
間

▼
申
込
期
限
＝
8
月
31
日
（
月
）

◎ 

安
全
運
転
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０

　

運
転
免
許
を
有
す
る
家
族
・
友
人
・

職
場
の
仲
間
な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
5
人

1
組
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
お
互
い
に
注

意
し
合
っ
て
１
０
０
日
間
無
事
故
・
無

違
反
を
目
指
し
ま
す
。

　

達
成
チ
ー
ム
に
は
、
も
れ
な
く
達
成

記
念
品
が
贈
ら
れ
る
ほ
か
、
抽
選
で
旅

行
券
な
ど
の
豪
華
商
品
が
当
た
り
ま
す

（
参
加
者
の
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）。

▼
参
加
費
＝
1
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

▼
申
込
方
法
＝
市
役
所
、
市
交
通
安
全

協
会
な
ど
に
備
え
付
け
の
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
便
局
で

参
加
費
を
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
安
全
運
転
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
１
０
０
実
行
委
員
会
（
新
潟
県 

県
民
生
活
課 

交
通
安
全
対
策
室
内
）

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
５
５
１
１
（
内

線
２
４
８
５
〜
２
４
８
７
）

◎ 

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

１
０
０

　

夕
暮
れ
の
早
ま
る
時
期
の
１
０
０
日

間
、
65
歳
以
上
の
人
が
5
人
1
組
に
な

り
、
無
事
故
・
無
違
反
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
参
加
型
の
交
通
安
全
運
動
で
す
。

　

無
事
故
を
達
成
し
た
チ
ー
ム
に
は
、

抽
選
で
旅
行
券
や
商
品
券
な
ど
が
当
た

り
ま
す
。

▼
参
加
費
＝
1
チ
ー
ム
５
０
０
円

▼
申
込
方
法
＝
市
役
所
、
市
交
通
安
全

協
会
な
ど
に
備
え
付
け
の
参
加
申
込
書

に
記
入
の
上
、
市
交
通
安
全
協
会
に
持

参
す
る
か
、
郵
便
局
で
参
加
費
を
振
り

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
実
行
委
員
会〔（
公

財
）
新
潟
県
交
通
安
全
協
会
内
〕

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
３
７
５
５

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

88
月月
2424
日
（
月
）

日
（
月
）  

《
開
幕
セ
レ
モ
ニ
ー
》
※
小
雨
決
行

　

▼
時
間
＝
午
後
5
時
20
分
〜
5
時
50
分

　

▼
場
所
＝
水
原
商
工
会
前
駐
車
場

　

▼
演
奏
＝ 

水
原
甚
句
た
る
ば
や
し
演
奏

　
　
　
　
　

（
堀
越
小
学
校
6
年
生
）

《
神
楽
と
獅
子
の
共
舞
》
※
小
雨
決
行

〜
地
域
の
神
楽
団
体
が
一
堂
に
会
し
て

伝
統
芸
能
で
あ
る
神
楽
舞
を
披
露
〜

　

▼
時
間
＝
午
後
5
時
50
分
〜
7
時

　

▼
場
所
＝
水
原
商
工
会
前
〜
水
原
代
官
所

《
民
踊
流
し
大
会
》
※
小
雨
決
行

　

▼
時
間
＝
午
後
7
時
20
分
〜
8
時
30
分

　

▼
場
所
＝
水
原
本
町
通
り
（
お
ん
こ
茶
屋
前
）

　
　
　
　
　

〜
福
祉
会
館
前

《
ザ
・
灯
籠
来
舞
》
※
雨
天
決
行

　

▼
時
間
＝
午
後
7
時
〜
10
時

　

▼
場
所
＝
水
原
本
町
通
り
（
下
町
）
〜
水
原
代
官
所

88
月月
2525
日
（
火
）

日
（
火
）  

《
瓢
湖
大
花
火
大
会
》
※
雨
天
順
延

　
　

（
共
催
＝
市
観
光
協
会
）

　

▼
時
間
＝
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

　

※ 

大
噴
水
…
午
後
6
時
30
分
〜
7
時
10
分

　

▼
場
所
＝
瓢
湖
湖
畔

　

◎ 

戦
後
70
年
県
民
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

ホ
ワ
イ
ト
ピ
ー
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
白し

ら

菊ぎ
く

花
火
打
ち
上
げ
）

　

▼
時
間
＝
午
後
7
時
10
分
〜
7
時
30
分
（
予
定
）　

▼
主
催
＝
水
原
ま
つ
り
実
行
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観
光
課
（
内
線
３
４
１
・
３
４
３
）

第第
4141
回回  

水
原
ま
つ
り

水
原
ま
つ
り

あがのわくわくドリームコンテスト 2015 応募者募集
～阿賀野市の未来の扉を開くのはあなたです！～

　阿賀野市に「こんなものがあったら」「こんなも

のが欲しい」「こんなことで困っている」「こうし

たら解決できるのでは」などのアイデアを考えて

みませんか？

　応募があったアイデアの中から、1次審査を通っ

た作品を 11 月１日（日）開催の「あがのわくわ

く産業フェア 2015in サントピアワールド」で公開

し、その中から優秀な作品を表彰します。

　市内の企業があなたのアイデアに興味を持てば、

商品化も夢ではありません。阿賀野市に興味を持っ

てもらい、未来ある「夢と希望」に満ち溢れる阿

賀野市にするため、多くの皆さんの応募をお待ち

しています。

■ 応募資格＝阿賀野市が好きな人

■ 募集部門＝小学生の部、中学生の部、高校生の部、

一般の部（専門学校生、大学生を含む）

■ 応募方法＝所定の応募用紙に、提案者（グルー

プの場合は、グループ名と代表者）、住所、電話

番号、提案名（アイデア名）、提案内容（表現・

記載方法は自由です）を記入の上、事務局に郵

送してください。

　 　ただし、提案内容は、新しいアイデアに限り、

次のアイデアは審査の対象になりません。

　　①既に発表されたもの、既にあるもの。

　　②応募用紙に公開承認印のないもの。

　 　応募用紙は、阿賀野ドリームプロジェクトホー

ムページ（http://www.agano-dp.com/）でダウン

ロードできるほか、市内の各商工会（安田・京ヶ

瀬・水原・笹神）、市役所・各支所、各図書館・

体育館・公民館に設置しています。

■ 応募期限＝ 9 月 30 日（水）※当日消印有効

■ 表彰・賞品

　各部門ごとに次の表彰を行います。

　①阿賀野ベストドリーム賞…1点

　②阿賀野ベストアイデア賞…1点

　③阿賀野ドリーム賞…1～ 5点

　 全部門の中から想像力・独自性に優れたものを

表彰します。

　④ 審査委員特別賞…1点

※ 賞品総額 30 万円相当（市内企業の商品・サー

ビス、地域の特産品・農産品）

■ 表彰式＝ 12 月開催の「あがのわくわく産業フェ

ア 2015 出展者交流会」で表彰します。

■ その他＝詳しくは、プロジェクトホームページを

ご覧いただくか、問い合

わせください。

■ 問い合わせ

　 市産業振興フェア実行

委員会事務局（水原商

工会内）

　☎ 62-2047

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

◎
公
開
フ
ラ
ダ
ン
ス
発
表
会

　

阿
賀
野
市
と
村
上
市
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

教
室
が
交
流
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

気
軽
に
観
覧
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
8
月
29
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会
館
「
多
目
的

ホ
ー
ル
」

▼
参
加
団
体
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市

総
合
型
ク
ラ
ブ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
希
楽
々

（
村
上
市
）

▼
定
員
＝
先
着
50
人

▼
観
覧
料
＝
無
料

▼
共
催
＝
市
教
育
委
員
会

◎  

阿
賀
野
市
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
（
8
月
コ
ー
ス
）

▼
日
時
＝
8
月
28
日
（
金
）
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
サ
ン
ト
ピ
ア
ワ
ー
ル
ド
（
久

保
1
‐
1
）

▼
集
合
場
所
＝
サ
ン
ト
ピ
ア
ワ
ー
ル
ド

「
入
場
ゲ
ー
ト
前
」

▼
定
員
＝
先
着
20
人

※  

雨
天
の
場
合
は
、
笹
神
体
育
館
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
運
動
を
行
い
ま
す

の
で
、内
履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費

・ 

大
人
（
高
校
生
以
上
）
…
会
員

５
０
０
円
、
非
会
員
８
０
０
円
（
保

険
料
込
み
）

・ 

子
ど
も
（
中
学
生
ま
で
）
…
会
員
・
非

会
員
と
も
３
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

▼
持
ち
物
＝
運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル

▼
共
催
＝
市
教
育
委
員
会

◎  

市
補
助
金
事
業 

こ
ど
も
の
体
力
向
上

支
援
事
業
「
親
子
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
」

▼
日
時
＝
9
月
9
日（
水
）、16
日（
水
）、

30
日
（
水
）、
10
月
7
日
（
水
）、
14
日

（
水
）、
21
日
（
水
）
午
後
7
時
〜
8
時

30
分
（
全
6
回
）

▼
会
場
＝
水
原
屋
内
運
動
場
な
ど

▼
対
象
＝
小
学
生
以
上
の
児
童
生
徒
と

そ
の
保
護
者

▼
定
員
＝
先
着
15
組

▼
参
加
費

・ 

大
人
（
高
校
生
以
上
）
…
会
員
・
非

会
員
と
も
５
０
０
円
／
回
（
保
険
料

込
み
）

・ 

子
ど
も
（
中
学
生
ま
で
）
…
会
員

３
０
０
円
／
回
、
非
会
員
５
０
０
円

／
回
（
保
険
料
込
み
）

▼
そ
の
他
＝
希
望
者
に
は
、
無
料
で
ラ

ケ
ッ
ト
を
貸
し
出
し
ま
す
（
申
し
込
み

時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
）。

▼
共
催
＝
市
教
育
委
員
会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
笹
神
体
育
館
内
・
平
日
、
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
）
☎
61
‐
２
１
１
１

７
２
６
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市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
掲
示
板

床
ず
れ
（
褥

じ
ょ
く
そ
う瘡
）
予
防
に

パ
ッ
ド
の
作
り
方
を

紹
介
し
ま
す

　　

体
に
や
さ
し
い
素
材
を
使
い
、
家
庭

で
作
れ
る
床
ず
れ
予
防
用
の
パ
ッ
ド
の

作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　

パ
ッ
ド
を
作
る
の
が
困
難
な
人
に

は
、
５
人
に
限
り
パ
ッ
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

▼
日
時
＝
8
月
3
日
（
月
）、
9
月
7

日
（
月
）
午
後
1
時
〜
2
時

▼
会
場
＝
福
祉
会
館
「
研
修
室
」

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
出
張

喫
茶
「
オ
ア
シ
ス
」　

南
場　

☎
62
‐

５
９
２
９

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
8
月
9
日
（
日
）、23
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
手
袋
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
運
動
の

で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。ま
た
、

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
確
認
の
上
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所　

山
崎　

☎
63
‐
２
０
５
０

健
康
・
子
育
て

子
育
て
応
援
カ
ー
ド

新
規
協
賛
店
の
お
知
ら
せ

▼
新
規
協
賛
店
・
サ
ー
ビ
ス
内
容

・ 

お
も
ち
ゃ
の
は
た
（
中
央
町
1
‐
1

‐
45
）
☎
62
‐
０
２
４
２
／
お
買
い

上
げ
千
円
ご
と
に
50
円
の
商
品
券
を

進
呈
。
シ
ン
グ
ル
カ
ー
ド
10
％
引
き
。

・ 

御
菓
子
司 

最
上
屋
（
中
央
町
2
‐

11
‐
11
）
☎
62
‐
２
２
０
６
／
ニ
コ

ニ
コ
ス
タ
ン
プ
を
2
倍
進
呈
。

・ 

寿
し
萬
（
中
央
町
1
‐
10
‐
14
）　

☎
62
‐
２
１
７
０
／
15
歳
未
満
の
子

ど
も
に
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
１
杯
サ
ー

ビ
ス
。

・ 

岩
瀬
の
清
水
そ
ば
（
山
崎
97
‐
1
）

☎
62
‐
１
５
１
０
／
注
文
時
に
カ
ー

ド
提
示
で
、飲
食
代
金
か
ら
５
％
引
き
。

・ 

か
ど
や
製
パ
ン
（
中
央
町
1
‐
8
‐

14
）
☎
62
‐
２
２
６
６
／
５
０
０
円

以
上
お
買
い
上
げ
で
、
当
店
の
サ
ン

ド
パ
ン
を
1
個
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

《
協
賛
店
を
大
募
集
中
！
》

　

「
市
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
応
援
す

る
」
と
い
う
趣
旨
に
賛
同
し
、
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、

料
金
の
割
引
や
ポ
イ
ン
ト
、
景
品
進
呈

な
ど
各
店
で
自
由
に
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
登
録
方
法
＝
「
子
育
て
応
援
カ
ー
ド

事
業
協
賛
企
業
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
登
録
受
付
＝
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
応
援
カ
ー
ド
と
は
…

　

15
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
保

護
者
に
交
付
し
て
い
る
カ
ー
ド
で

す
。
協
賛
店
で
カ
ー
ド
を
提
示
す

る
と
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

児
童

福
祉
係
（
内
線
２
４
２
）

県
民
公
開
講
座

く
す
り
と
健
康
フ
ェ
ア

２
０
１
５
in
に
い
が
た

　
（
公
社
）
新
潟
県
薬
剤
師
会
で
は
、
今

年
も
県
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
6
日
（
日
）
昼
12
時
30

分
〜
午
後
3
時
20
分

▼
会
場
＝
新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ

2
階
「
日
報
ホ
ー
ル
」（
新
潟
市
中
央

区
万
代
3
‐
1
‐
1
）

▼
内
容
＝
松
本
俊
彦
氏
（
国
立
研
究
開

発
法
人
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
精
神
保
健
研
究
所
薬
物
依
存
研

究
部
部
長
、
自
殺
予
防
総
合
対
策
セ
ン

タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）に
よ
る
講
演「
ア

ル
コ
ー
ル
と
う
つ
・
自
殺
〜
『
死
の
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
』
を
防
ぐ
た
め
に
」
の

ほ
か
、
お
く
す
り
相
談
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

▼
定
員
＝
先
着
２
０
０
人

▼
参
加
費
＝
無
料
（
来
場
者
に
エ
コ

バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

▼
申
込
方
法
＝
電
話
、
ま
た
は
代
表
者

氏
名
、
参
加
人
数
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
公
社
）
新
潟
県
薬
剤
師
会

☎
０
２
５
‐
２
８
１
‐
７
７
３
０

Ⓕ
０
２
５
‐
２
８
１
‐
７
７
３
５

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
依

存
症
の
家
族
教
室

　

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
な
ど
の
依
存
症

は
、
自
ら
の
意
思
で
止
め
る
こ
と
が
困

難
な
病
気
で
す
。
家
族
が
正
し
い
知
識

や
適
切
な
対
応
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
、

本
人
の
回
復
の
大
き
な
助
け
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
同
じ
悩
み
を
も
つ
家
族
と

気
持
ち
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
家
族
自

身
の
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
す
。

　

新
潟
市
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
と

新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
合
同
で
「
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
依

存
症
の
家
族
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
の
依
存
問
題
で
悩

ん
で
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
・
内
容

① 

9
月
7
日
（
月
）
／
依
存
症
と
は

② 

10
月
5
日
（
月
）
／
上
手
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
本
人
の
治
療
に
つ

な
げ
る

③ 

11
月
2
日
（
月
）
／
長
期
的
な
回
復

を
支
え
、
再
発
・
再
使
用
に
備
え
る

④ 

12
月
7
日
（
月
）
／
家
族
の
セ
ル
フ

ケ
ア

⑤ 

12
月
21
日
（
月
）
／
ま
と
め
〜
自
分
自

身
の
目
標
を
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
〜

※ 

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分

〜
4
時

▼
会
場
＝
新
潟
市
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン

タ
ー
2
階
「
会
議
室
」（
新
潟
市
中
央

区
川
岸
町
1
‐
57
‐
1
）

▼
講
師
・
助
言
者
＝
近
藤
あ
ゆ
み
氏（
新

潟
医
療
福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
部
社
会

福
祉
学
科
准
教
授
） 

ほ
か

▼
対
象
＝
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
（
覚
せ

い
剤
、
大
麻
、
シ
ン
ナ
ー
、
危
険
ド
ラ
ッ

グ
、
市
販
薬
、
処
方
箋
な
ど
）
の
依
存

問
題
を
抱
え
る
人
の
家
族
で
、
全
日
程

参
加
が
可
能
な
人

▼
定
員
＝
先
着
15
家
族

▼
申
込
方
法
＝ 

新
潟
市
こ
こ
ろ
の
健

康
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
‐
２
３
２
‐

５
５
５
１
）
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
8
月
14
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐

０
１
１
３

募 　

集 

平
成
27
年
度

新
潟
県
警
察
官
採
用
試
験

▼
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数

①
警
察
官
Ａ
採
用
（
大
学
卒
業
者
）

・ 

男
性
警
察
官
Ａ
／
18
人
程
度

・ 

女
性
警
察
官
Ａ
／
4
人
程
度

② 

警
察
官
Ｂ
採
用
（
大
学
卒
業
者
以

外
）

・ 

男
性
警
察
官
Ｂ
／
54
人
程
度

・ 

女
性
警
察
官
Ｂ
／
10
人
程
度

▼
採
用
予
定
年
月
日
＝
平
成
28
年
4
月

1
日

▼
一
次
試
験
＝
9
月
20
日
（
日
）

▼
受
付
期
限
＝
8
月
17
日
（
月
）
午
後

5
時
15
分
ま
で

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

▼
そ
の
他
＝
受
験
資
格
や
日
程
な
ど
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

新
潟
県
警
察
本
部 

警
務
課 

採
用
係

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
０
３
３
４

・ 

阿
賀
野
警
察
署　

☎
63
‐
０
１
１
０

学
校
給
食
調
理
員

（
臨
時
職
員
）
募
集

▼
募
集
人
数
＝
2
人

▼
任
用
期
間
＝
9
月
1
日
〜
平
成
28
年

3
月
31
日

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
月
曜
〜
金
曜
（
原

則
、
給
食
実
施
日
）、
1
日
6
時
間
勤
務

※ 

祝
日
、
冬
季
・
学
年
末
休
業
日
等
の

勤
務
な
し
。
た
だ
し
、
学
校
行
事
等

に
よ
り
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
く
。

▼
賃
金

・・  

調
理
師
免
許
有
…
時
給
８
７
０
円

・・  

調
理
師
免
許
無
…
時
給
８
５
０
円

▼
申
込
方
法
＝
市
の
「
臨
時
・
パ
ー
ト

職
員
登
録
台
帳
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
写
真
を
添
付
し
て
学
校
教
育
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
8
月
17
日
（
月
）
必
着

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
日
程
は
後
日
連

絡
し
ま
す
）

▼
そ
の
他
＝
「
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
登

録
台
帳
」
は
、
学
校
教
育
課
、
総
務

課
、
各
支
所
の
総
務
担
当
窓
口
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
学
校

教
育
課 

学
校
支
援
第
一
係
（
内
線

３
４
２
・
３
４
０
）

第
3
回

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
フ
ァ
イ

ア
ー
マ
ン
を
開
催
し
ま
す

　

市
消
防
本
部
で
は
、
防
災
・
防
火
教

育
の
一
環
と
し
て
、
１
日
消
防
士
体
験

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
夏
休
み
の

思
い
出
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
8
月
16
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
午
後
3
時

▼
会
場
＝
市
消
防
本
部

▼
対
象
＝
市
内
小
学
生

▼
内
容
＝
１
１
９
番
通
報
体
験
、
放
水

体
験
、
地
震
体
験
、
救
助
訓
練
体
験
、

応
急
手
当
法
な
ど

▼
定
員
＝
先
着
25
人

▼
参
加
費
＝
５
０
０
円
（
保
険
料
代
）

▼
申
込
方
法
＝
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
市
消
防
本
部
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
市
消
防
本

部
、
か
が
や
き
分
署
に
あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
8
月
7
日
（
金
）

▼
そ
の
他

・ 

保
護
者
等
の
同
伴
が
必
要
で
す
（
1

人
の
引
率
者
で
複
数
人
の
参
加
も
可
）。

・ 

市
消
防
本
部
の
見
学
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
消
防

本
部

市
運
動
普
及
員
事
業

シ
ャ
キ
！
い
き
！
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
in
佐
潟

　

県
内
最
大
級
の
砂
丘
湖
「
佐
潟
」。

貴
重
な
水
生
植
物
が
多
く
見
ら
れ
る
自

然
豊
か
な
周
遊
コ
ー
ス
を
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
9
月
1
日
（
火
）
午
前
9
時

集
合
、
午
後
3
時
30
分
到
着
予
定

※  

小
雨
決
行
。
判
断
が
つ
か
な
い
場
合

は
、
午
前
8
時
以
降
に
事
務
局
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
集
合
場
所
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
前

▼
行
き
先
＝
佐
潟
周
遊
コ
ー
ス
（
新
潟

市
西
区
赤
塚
）

▼
定
員
＝
先
着
30
人

▼
参
加
費
＝
千
円
（
昼
食
代
等
）

▼
持
ち
物
＝
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
雨
具
、

着
替
え

※  

荷
物
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ

て
、
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
開
始
＝
8
月
5
日
（
水
）

▼
主
催
＝
市
運
動
普
及
員
会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
運
動

普
及
員
会
事
務
局
（
健
康
推
進
課
内
・

内
線
６
３
５
）

放
送
大
学

10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度
第
2

学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
人
た
ち
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

生
活
と
福
祉
、
心
理
と
教
育
、
社
会

と
産
業
、
人
間
と
文
化
、
情
報
、
自
然

と
環
境
の
6
コ
ー
ス
あ
り
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
限
＝
第
1
回
・
8
月
31
日

（
月
）、
第
2
回
・
9
月
20
日
（
日
）

▼
資
料
請
求
＝
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
請

求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
放
送
大
学 

新
潟
学

習
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５
‐
２
２
８
‐

２
６
５
１

森
で
ミ
ツ
バ
チ
の
勉
強
会

▼
日
時
＝
8
月
9
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

▼
会
場
＝
五
頭
山
麓
い
こ
い
の
森
（
雨

天
の
場
合
、
会
場
の
変
更
あ
り
）

▼
内
容

・ 

神
秘
の
ミ
ツ
バ
チ
の
生
態
を
知
ろ
う

・ 

は
ち
み
つ
採
集
体
験

・ 

ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
づ
く
り
、
ス
ズ
メ

バ
チ
の
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
実
践

▼
参
加
費
＝
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
五
頭
山

麓
い
こ
い
の
森 

指
定
管
理
者
「
森
の

こ
だ
ま
」　

☎
０
８
０
‐
６
５
１
９
‐

０
２
７
３

講
座
・
教
室

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
8
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

♥
地
産
地
消　

阿
賀
野
の
恵
み　

米
・
大
豆
・
牛
乳
・
野
菜

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ
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い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　

悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・ 

新
潟
…
☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐

４
３
４
３

・ 

新
発
田
…
☎
０
２
５
４
‐
20
‐

４
３
４
３

・ 

村
上
…
☎
０
２
５
４
‐
53
‐
４
３
４
３

※ 

い
ず
れ
か
の
電
話

番
号
に
お
か
け
く

だ
さ
い
。

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相
談

し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）

▼
日
時
＝
8
月
11
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
1
人
30
分
程
度
）
※
予

約
制
▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局 

地
域
保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
来
所
相
談
、
毎
週
水
曜
・
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
（
第
2
・
第
4
水

曜
以
外
は
要
予
約
）
※
相
談
日
以
外
で

も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

年
金
相
談

▼
期
日
＝
8
月
19
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
会
場
＝
市
役
所
1
階
「
第
2
多
目
的

ホ
ー
ル
」
※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希

望
の
相
談
開
始
時
間
お
よ
び
相
談
内
容

等▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
２
４
）

健
康
・
子
育
て

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
て
ね
！

　

遊
具
や
絵
本
、
リ
ズ
ム
遊
び
等
を
楽

し
み
な
が
ら
、
同
年
齢
・
異
年
齢
の
友

達
や
幼
稚
園
児
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
ょ
う
。

　

保
護
者
も
子
育
て
の
悩
み
な
ど
を
情

報
交
換
し
て
、
楽
し
い
時
間
を
共
有
し

ま
せ
ん
か
？

◎
安
田
幼
稚
園
「
親
子
プ
レ
ー
教
室
」

▼
日
時
＝
9
月
9
日
（
水
）、
10
月
7

日
（
水
）、
11
月
11
日
（
水
）、
12
月
9

日
（
水
）
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
（
初

回
の
み
午
前
9
時
15
分
〜
11
時
）

▼
会
場
＝
安
田
幼
稚
園

▼
対
象
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
８
０
０
円
（
4
回
分
の
保

険
料
と
お
や
つ
代
）

▼
申
込
方
法
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
、

安
田
支
所
、
安
田
公
民
館
、
安
田
幼
稚

園
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
電
話
で
も
可
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
幼

稚
園　

☎
68
‐
３
０
１
２

◎
京
ヶ
瀬
幼
稚
園
「
あ
そ
び
の
へ
や
」

▼
日
時
＝
9
月
11
日
（
金
）、
10
月
13

日
（
火
）、
11
月
12
日
（
木
）
午
前
9

時
45
分
〜
11
時
15
分

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
幼
稚
園

▼
対
象
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
６
０
０
円
（
3
回
分
の
保

険
料
と
お
や
つ
代
）

▼
申
込
方
法
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
、

京
ヶ
瀬
支
所
、
京
ヶ
瀬
幼
稚
園
、
市
立

図
書
館
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
電
話
で
も
可
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
京
ヶ
瀬

幼
稚
園　

☎
67
‐
２
０
３
３

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　

子
育
て
に
奮
闘
中
の
マ
マ
さ
ん
、
パ

パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日
＝
8
月
10
日
（
月
）、17
日
（
月
）

※
第
2
・
第
3
月
曜

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

※ 

開
催
日
は
図
書
館
休
館
日
で
す
が
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
み
開
放
し
て
い
ま

す
。

▼
内
容

○ 

8
月
10
日
（
月
） 

※
夏
休
み
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー

　

「
図
書
館 

夏
の
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
」

　

夏
に
ぴ
っ
た
り
の
絵
本
や
わ
ら
べ
歌

で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

○ 

8
月
17
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

　

「
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
体
操
」

　

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ

は
、
子
ど
も
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に
最

適
！ 

ス
タ
ッ
フ
と
楽
し
く
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
！

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者

用
）、
保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ
、

帯
な
ど
）

※ 

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は
遠
慮

く
だ
さ
い
）。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〝
い
ち
ご
み
る
く
〞

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
れ
あ
い
会
館

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
を
希
望

す
る
人
は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た

「
妊
娠
届
出
書
」
を
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
６
３
８
）

8
月
の
お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
8
月
9
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室　

☎
47
‐
８
０
６
８

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
8
月
3
日（
月
）、10
日（
月
）、

17
日
（
月
）、20
日
（
木
）、24
日
（
月
）、

31
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
8
月
7
日（
金
）、14
日（
金
）、

21
日
（
金
）、
27
日
（
木
）、
28
日
（
金
）

夜
間
役
所
（
8
月
）

▼
期
日
＝
8
月
5
日
（
水
）、19
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
ま
で

▼
場
所
＝
市
役
所 

市
民
生
活
課

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
納
税
、
口
座
振
替
手
続
き
等
。

旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）は
交
付
の
み
で
す
。

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広 告）

畳のご用命は、安心の畳屋さん畳のご用命は、安心の畳屋さん
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　フリーダイヤル　０１２０‐５９０‐７１０

包丁研ぎを始めました。引き取りに伺った上でお届けします

古いコンバインなど農業機械の引き取りもします

不用になりました　トラクター・バイク
　トラック・フォークリフト・重機
　大型ダンプ　 買い取りいたします

お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）

株式会社 ヌマズ    阿賀野市野田1066番地2 

◎お電話はこちらへ☎0250-68-4130

前田　誠輔 71 歳 6.30 緑　町

　我　善作 75 歳 6.30 金　渕

見原　　功 66 歳 7.1 外城町

明間ヨシミ 83 歳 7.1 中島町

阿部トミイ 82 歳 7.2 千　原

加藤　哲夫 87 歳 7.4 横　山

石塚　髙夫 78 歳 7.4 笹　岡

荒木　トミ 90 歳 7.4 大　室

山　トリ 93 歳 7.4 水　原

久保田トミ 103 歳 7.4 中島町

能田　房子 57 歳 7.5 　城　

荒木　ハナ 97 歳 7.6 村　杉

塚野　ヤイ 86 歳 7.6 分　田

遠山　德一 88 歳 7.10 上江端

瀨藤　明治 83 歳 7.12 堀　越

五十嵐由利子 64 歳 7.13 折　居

権瓶　　實 61 歳 7.13 小　松

明間　正城 91 歳 7.13 寺　社

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 氏　名 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

横堀　　湊
みなと

 百津町

佐藤　康
こう

太
た

 駒　林

廣田　果
か

帆
ほ

 小　浮

五十嵐　葵
あおい

 関　屋

遠藤　悠
ゆう

愛
あ

 保　田

小林　奏
そう

太
た

 岡山町

保科　蓮
れ

緒
お

 小　浮

圓山　結
ゆい

心
な

 京ヶ島

小川　夏
なつ

輝
き

 曽　郷

関川　　毅
ごう

 山　崎

く  ん

く  ん

ちゃん

く  ん

ちゃん

く  ん

く  ん

ちゃん

く  ん

く  ん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

隆　昌
友　葵
哲　平
岬

耕　一
洋　子
亮　太
文　香
大　樹
美知子
賢　太
ゆかり
拓　也
恵　理
寛　良
真　生
修　一
麻　衣
孝　治
のぞみ

 氏　名 年　齢 死亡月日 住　所

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■市役所 1階「相談室」＝ 8月 10 日（月）午前 10 時～正午

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■ 日程＝毎月第 1、3水曜

　※予約を取り消す場合は、必ず連絡してください。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分間）

■会場＝市役所１階「相談室」

※ 相談にお越しの際は、相談の要点をまとめ、関係資料があれば

持参ください。

※ お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課 相談係　☎ 62-2510（内線 214）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

「
う
ぶ
ご
え
」、「
お
く
や
み
」
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
出
時
に
係
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
在
住
で
出
生
届
を

他
市
町
村
に
提
出
し
、
子
ど
も
の
出
生
を
「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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水原中学校 花いっぱい運動

　

6
月
17
日
、
水
原
中
学
校
で
、
新

し
く
な
っ
た
校
舎
を
花
で
い
っ
ぱ
い

に
し
、
和
み
の
場
と
し
て
の
学
校
を

つ
く
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
に
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
約
60
人
と
水
原
商
工
会
女
性

部
員
10
人
が
一
緒
に
な
っ
て
、
水
原

中
学
校
市
民
図
書
室
脇
に
ニ
チ
ニ
チ

ソ
ウ
の
苗
２
０
０
株
を
植
え
、
国
道

49
号
沿
い
に
ひ
ま
わ
り
の
種
２
千
粒

を
ま
き
ま
し
た
。

　

運
動
に
参
加
し
た
中
内
希
海
く
ん

は
「
き
れ
い
に
植
え
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
。
大
き
く
育
っ
て
ほ
し

い
」
と
成
長
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

校舎を色鮮やかに 生
徒
の
力
で
公
園
を
美
化
！

安
田
中
学
校 

公
園
清
掃
活
動

　

6
月
16
日
、
都
辺
田
川
親
水
公
園
で
、
安
田

中
学
校
の
生
徒
約
40
人
が
、
東
屋
の
落
書
き

消
し
や
周
辺
の
ご
み
拾
い
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
屋
の
落
書
き
が
ひ
ど
か
っ
た
た
め
、
利

用
者
か
ら
公
園
を
心
地
よ
く
使
っ
て
も
ら
お

う
と
、
生
徒
会
長
の
佐
藤
千
紘
さ
ん
が
全
校

生
徒
に
呼
び
掛
け
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
清
掃
活
動
を
企
画
し
た
佐
藤
さ
ん
は

「
公
園
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
利
用
し
て
ほ
し
い
。

も
し
汚
し
て
し
ま
っ
た
ら
責
任
を
持
っ
て
掃

除
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

7
月
2
日
、
分
田
小
学
校
と
五
泉
市

の
巣
本
小
学
校
の
5
年
生
合
わ
せ
て
約

50
人
が
五
頭
連
峰
少
年
自
然
の
家
で
沢

登
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
第
一

人
者
で
あ
る
白
澤
卓
二
さ
ん
と
プ
ロ
ス

キ
ー
ヤ
ー
で
登
山
家
の
三
浦
豪
太
さ
ん

と
一
緒
に
上
流
を
目
指
し
ま
し
た
。
ゴ
ー

ル
地
点
で
は
、
天
然
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス

ラ
イ
ダ
ー
を
滑
っ
た
り
、
滝
つ
ぼ
に
飛

び
込
ん
だ
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

沢
登
り
を
終
え
た
児
童
は
「
と
て
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
。
も
う
一
回
や
っ
て
み
た

い
」
と
興
奮
気
味
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

五
頭
連
峰
少
年
自
然
の
家
で
沢
登
り

み
ん
な
で
登
り
切
っ
た
よ

異
業
種
交
流
で
仲
間
づ
く
り

阿
賀
野
市
産
業
活
性
化
交
流
会

　

7
月
11
日
、
サ
ン
ト
ピ
ア
ワ
ー
ル
ド
で
、

市
産
業
振
興
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
主
催
の

産
業
活
性
化
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
性
化
交
流
会
に
は
、
市
内
企
業
な
ど

か
ら
59
人
が
参
加
。
カ
リ
ス
マ
経
営
者
で

あ
る
横
木
正
幸
氏
（
コ
ー
エ
イ
印
刷
株
式

会
社
代
表
）
か
ら
「
桃
太
郎
に
学
ぶ 

経
営

の
原
理
原
則
『
本
気
に
な
る
と
世
界
が
か
わ

る
』」
と
題
し
た
基
調
講
演
の
後
、
7
班
に

分
か
れ
て「
地
方
創
生
」を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
交
流
会
で
は
、
参
加
者
の
交

流
が
深
ま
り
、
異
業
種
間
で
仲
間
づ
く
り

や
情
報
交
換
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

6
月
6
日
、
第
11
回
市
民
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
幕
。
全
33
チ
ー

ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

6
月
27
日
に
は
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、

優
勝
は
一
年
振
り
に
「
松
井
町
」、
準
優

勝
は「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
市
野
山
」、3
位
は「
庄
ヶ
宮
」

「
砂
押
」
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

松
井
町
チ
ー
ム
代
表
の
前
田
さ
ん
は
、

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
他
自
治
会
と

の
親
睦
を
深
め
る
素
晴
ら
し
い
大
会
。
楽

し
く
プ
レ
ー
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
来

年
も
ま
た
優
勝
を
狙
い
、
松
井
町
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
」
と
声

を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

市
民
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

力
を
合
わ
せ
て
優
勝
奪
還

注
目
は
ア
ヤ
メ
よ
り
…

第
34
回
瓢
湖
あ
や
め
ま
つ
り

　

6
月
13
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
行
わ

れ
た
「
瓢
湖
あ
や
め
ま
つ
り
」
の
メ
ー

ン
イ
ベ
ン
ト
が
、
21
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
も
う
と
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
太
鼓
や
ダ
ン

ス
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎

年
大
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
で

は
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
あ
い
に
く
の
天
気
と

な
り
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
は
最
後
ま

で
行
わ
れ
、
来
場
者
は
鮮
や
か
さ
を
増

し
た
ア
ヤ
メ
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第 21 回東京水原会総会

　

6
月
13
日
、
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

（
東
京
都
台
東
区
）
で
東
京
水
原
会
の

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
84
人
が
参
加
。
市
か
ら
は
市

議
会
議
員
や
各
種
団
体
の
代
表
、
市
民

有
志
22
人
が
出
席
し
、
各
テ
ー
ブ
ル
で

は
ふ
る
さ
と
の
話
に
花
が
咲
き
、
再
会

を
懐
か
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
交
流
会
で
は
、
ハ
ー
モ

ニ
カ
や
カ
ラ
オ
ケ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

風
寸
劇
な
ど
の
出
し
物
披
露
や
特
産

品
が
当
た
る
抽
選
会
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
最
後
は
会
場
い
っ
ぱ
い
に

輪
に
な
っ
て
水
原
甚
句
を
踊
り
、
楽

し
い
1
日
を
終
え
ま
し
た
。

ふるさとの話に花が咲き 地
元
の
伝
統
木
継
承
に
汗

珠
数
掛
ザ
ク
ラ
を
守
る
会

　

7
月
5
日
、
梅
護
寺
の
珠
数
掛
ザ
ク
ラ

を
守
る
会
（
比
企
敏
正
会
長
）
が
、
国
指

定
天
然
記
念
物
で
あ
る
珠
数
掛
ザ
ク
ラ
の

支
柱
結
束
と
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

植
栽
地
で
は
、
強
風
か
ら
桜
を
守
る
た
め

支
柱
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
3
年
前
に
結
ん
だ

縄
が
幹
に
食
い
込
み
始
め
た
た
め
、
幹
径
に

合
わ
せ
て
再
度
結
束
作
業
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
に
植
栽
さ
れ
た
後
継
樹
12
本

は
、
会
員
の
力
で
順
調
に
成
長
し
、
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

決勝戦・松井町対 NEW市野山決勝戦・松井町対 NEW市野山
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県
政
発
祥
の
地 
越
後
府
跡

　

越
後
府
は
、明
治
2
（
１
８
６
９
）

年
2
月
に
新
政
府
に
よ
っ
て
、
大
地

主
で
あ
る
市
島
家
の
別
邸
跡
（
中
央

町
2
…
現
在
の
天
朝
山
公
園
）
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
敷
地
内
に
は
、
庶

務
方
、
社
寺
方
、
会
計
方
、
営
繕
方
、

病
院
方
な
ど
の
施
設
が
あ
り
、
象
徴

的
な
矢や

倉ぐ

ら

も
築
か
れ
ま
し
た
。

　

同
年
7
月
に
は
、
水
原
県
に
呼
称

を
変
え
、明
治
3（
１
８
７
０
）年
3
月
、

新
潟
町
（
現
新
潟
市
）
に
本
庁
を
移

転
し
、
現
在
の
新
潟
県
と
な
っ
て
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。
わ
ず
か
一
年
余

り
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
維
新

後
の
複
雑
な
県
政
変
動
期
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
地
、
県
政
発
祥
の

地
と
し
て
、
昭
和
47
年
3
月
28
日
に

県
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
幻
の
越
後
府 

証
を
大
発
見

　

越
後
府
に
関
す
る
資
料
は
少
な
い

た
め
、
建
物
の
規
模
や
造
り
な
ど
も

知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
幻
の
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
平
成
8

年
、元
水
原
町
長
の
故
渡
辺
勇
氏（
歴

史
研
究
家
）
に
よ
っ
て
、
旧
水
原
町

に
祖
先
を
持
つ
新
潟
市
の
人
が
保
有

す
る
、
越
後
府
の
写
真
と
平
面
図
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
「
県
史

に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
」
と
し
て
大
き

な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

和
紙
に
書
か
れ
た
平
面
図
は
、
各

部
屋
の
間
取
り
か
ら
雨
戸
の
枚
数
ま

で
、詳
細
を
確
認
で
き
る
も
の
で
す
。

平
成
11
年
に
は
、
発
見
さ
れ
た
図
面

と
写
真
資
料
を
基
に
、
越
後
府
の
シ

ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
矢
倉
が
１
３
０

年
の
時
を
越
え
、再
建
さ
れ
ま
し
た
。

◆
前
原
一
誠
も
勤
め
た
越
後
府

　

長
州
藩
士
、
松
下
村
塾
で
吉
田
松

陰
に
学
び
、
明
治
維
新
十
傑
に
も
数

え
ら
れ
る
前
原
一
誠
（
１
８
３
４
〜

76
年
）
も
、
こ
こ
越
後
府
に
判
事
と

し
て
勤
め
ま
し
た
。

　

寄
宿
先
は
市
島
家
分
家
の
一
つ

で
あ
る
角
市
市
島
邸
で
、
当
時
ま

だ
幼
少
だ
っ
た
市
島
春
城
（
謙
吉
）

（
１
８
６
０
〜
１
９
４
４
年
）
を
か
わ

い
が
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
天
朝
山
は
人
工
の
丘
だ
っ
た

　

越
後
府
庁
舎
が
あ
っ
た
天
朝

山
は
、
瓢
湖
が
で
き
た
寛
永
16

（
１
６
３
９
）
年
か
ら
約
２
０
０
年

後
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
過
去
に
は
、

「
天
朝
山
を
築
く
と
き
、
土
取
り
場

の
跡
が
瓢
湖
に
な
っ
た
」
と
の
説
が

広
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
時
代
錯
誤
の
も
の
と
し
て
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
後
期
の
天
保
8（
１
８
３
７
）

年
、
日
本
で
三
本
の
指
に
入
る
大
豪

農
市
島
家
が
こ
こ
に
別
邸
を
築
造
す

る
こ
と
と
し
、
工
事
を
始
め
ま
し

た
。
記
述
に
よ
れ
ば
、
人
夫
は
5
人

1
組
で
、
付
近
の
田
畑
混
在
地
か
ら

土
を
モ
ッ
コ
で
担
い
で
運
ん
だ
よ
う

で
す
。

　

5
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
工
事
は

完
了
し
、
市
島
家
の
別
荘
地
と
し
て

継け

い

志し

園え

ん

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

当
時
は
地ち

形
ぎ
ょ
う

山や

ま

（
人
が
造
っ
た
山
）

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
工

事
は
、
私
事
の
た
め
に
行
わ
れ
た
も

の
で
す
が
、
時
あ
た
か
も
天
保
の
大

飢
饉
が
起
こ
り
、
生
活
に
困
窮
し
て

い
る
人
々
の
救
済
を
目
的
と
し
た
工

事
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国

に
農
民
一
揆
が
発
生
し
て
お
り
、
そ

の
防
衛
の
意
味
も
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
政
府
に
越
後
府
敷
地
と
し
て

献
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

「
継
志
園
記
」の
碑
は
今
も
残
り
、「
市

島
家
代
々
の
志
を
引
き
継
ぐ
」
内
容

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
参
考
文
献
》・
水
原
編
年
史
・
水
原

郷
土
誌
料
・
水
原
の
歴
史
風
土
他

問い合わせ
市民協働推進課 市民協働推進係 ☎ 62-2510（内線282）

【フェイスブック】http://www.facebook.com/gozuccho.agano

【ホームページ】http://www.city.agano.niigata.jp/site/gozuccho/

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信

● 

今
回
の
ま
ち
が
い
探
し
は
非
常
に

分
か
り
づ
ら
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

オ
ー
ル
阿
賀
野
ジ
ュ
ニ
ア
の
子
ど

も
た
ち
が
全
国
大
会
へ
の
切
符
を

手
に
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
も

普
段
通
り
の
力
を
出
し
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
で
す
。 

（
60
代
・
女
性
）

☆ 

阿
賀
野
市
の
野
球
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
を
全
国
へ
示
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
勝
ち
進
め
る
よ
う
に
皆
さ
ん

で
一
緒
に
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

無
為
信
寺
の
傍
ら
を
通
る
と
、
大

き
い
お
寺
に
も
関
わ
ら
ず
手
入
れ

が
行
き
届
い
て
い
る
の
に
感
心
し

て
い
ま
す
。　
　

 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

阿
賀
野
市
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報

（
お
店
や
趣
味
の
集
ま
り
な
ど
）

も
掲
載
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
回
の
ま
ち
が
い
探
し
は
最
後
の

1
か
所
が
見
つ
け
ら
れ
ず
、
諦
め

る
と
こ
ろ
で
し
た
。
見
つ
け
た
と

き
は「
や
っ
た
！
」と
叫
び
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
歳
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

表
紙
に
載
っ
て
い
た
京
ヶ
瀬
幼
稚

園
児
の
楽
し
そ
う
に
運
動
す
る
笑

顔
が
か
わ
い
ら
し
く
、
し
ば
ら
く

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
80
代
・
女
性
）

★  7月は市内保育園の夏祭りに
　　　　　　　参加してきたっちょ。
　やすらぎの保育園、風の子保育園、分田こど
も園に行ってきたっちょ。夏祭りに来た人たち
を出迎えたり、一緒に写真を撮ったりしてきた
よ。元気いっぱいの園児たちとたくさんふれあ
うことができて、楽しかったっちょ。

★「ゆるキャラⓇグランプリ」　　　
　　　　  にエントリーしたっちょ！
　投票開始：8月 17 日（月）午前 10 時
　投票終了：11 月 16 日（月）午後 6時
　去年は過去最高の 1699 キャラクターが参加。
ごずっちょの順位は、497 位だったよ。
　今年は３か月も投票期間があるけど、去年よ
り上位を目指してがんばるから、みんなも毎日
投票してっちょ！
　投票についての詳しい内容は、ゆるキャラグ
ランプリオフィシャルウェブサイトを見てっ
ちょ。http://www.yurugp.jp/

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
回
の
ま
ち
が
い
探
し
は
探
す
の

が
大
変
で
し
た
。
よ
く
探
さ
な
い

と
分
か
ら
な
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
20
代
・
男
性
）

☆ 

8
月
号
の
「
5
つ
の
ま
ち
が
い
さ

が
し
」
は
、
夏
休
み
企
画
と
し
て
超

難
問
と
な
っ
て
い
ま
す
。
目
を
凝
ら

し
て
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

健
康
寿
命
を
延
ば
せ
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
で
す
。 

（
70
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
で
紹
介
の

あ
っ
た
ニ
ン
ジ
ン
と
コ
ー
ン
の
蒸

し
パ
ン
作
っ
て
み
ま
し
た
。
お
い

し
く
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

 

（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
、
白
河
へ
行
っ
て
き

た
ん
で
す
ね
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。　
　
　
　
　

 

（
40
代
・
男
性
）

☆ 

ご
ず
っ
ち
ょ
の
動
画
「
初
夏
の
瓢

湖
編
」、「
や
す
だ
瓦
ロ
ー
ド
編
」

を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
公
開
中
で

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

健
康
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
自
分
に
あ
っ
た
運
動
を
見

つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

防
災
無
線
の
チ
ャ
イ
ム
で
す
が
、

時
間
を
知
る
の
に
い
つ
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。　
　

 

（
70
代
・
女
性
）

№38№38

P.N みかんさん

かわいいイラストや
すてきなコメントを
ありがとう！

これからもどんどん
送ってください。
楽しみに

待ってま～す♪

越後府平面図越後府平面図

再建された矢倉再建された矢倉

矢倉（望楼）の写真矢倉（望楼）の写真
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新
病
院
開
院
に
向
け
て

　

水
原
郷
病
院
は
、
こ
の
4
月
か

ら
4
人
の
常
勤
医
（
総
合
内
科
、
産

婦
人
科
、
形
成
外
科
、
皮
膚
科
）
を

加
え
、
診
療
体
制
の
充
実
を
図
り
、

現
在
17
人
の
常
勤
医
で
診
療
に
当

た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

た
び
、
着
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
先
生
方
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

広
報
紙
で
何
度
か
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
新

潟
大
学
の
教
授
を
務
め

ら
れ
た
先
生
も
お
ら
れ
、

大
学
と
の
連
携
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
お
り

ま
す
。ま
た
、10
月
の「
あ

が
の
市
民
病
院
」
開
院

時
に
は
糖
尿
病
・
生
活

習
慣
病
予
防
治
療
セ
ン

タ
ー
も
開
設
さ
れ
、
新

た
に
専
門
の
先
生
1
人

が
加
わ
る
予
定
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
医
師
数
で
は
、

い
ま
だ
市
民
の
皆
さ
ま

の
期
待
に
届
か
ず
、
と

り
わ
け
消
化
器
内
科
、
循
環
器
内

科
、整
形
外
科
の
常
勤
医
が
不
在
で
、

こ
れ
ら
診
療
科
は
大
学
な
ど
か
ら

の
非
常
勤
の
先
生
に
よ
る
外
来
診

療
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

医
師
不
足
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
整
形
外
科
医
の
招し

ょ
う
へ
い聘
に
全
力

を
尽
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
機
会
あ
る
ご
と
に
大

学
を
訪
問
し
、
何
と
か
常
勤
医
を
お

願
い
で
き
な
い
か
要
請
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
整
形
外
科
の
教
授

か
ら
は
、「
整
形
外
科
医
療
は
幅
が

広
く
、
患
者
さ
ん
も
多
彩
で
、
年
齢

に
お
い
て
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

の
方
ま
で
、
ま
た
、
診
療
・
治
療
に

お
い
て
は
緊
急
手
術
を
要
す
る
方

か
ら
、
腰
痛
・
膝
痛
な
ど
の
運
動
器

の
維
持
向
上
を
目
指
し
て
の
保
存

療
法
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
整
形
外

科
医
は
決
し
て
少
な
く
は
な
い
の

で
す
が
、高
齢
者
数
の
増
加
に
伴
い
、

整
形
外
科
疾
患
を
有
す

る
患
者
さ
ん
も
そ
れ
以

上
に
増
加
し
て
お
り
、

対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま

す
。
こ
の
点
、
な
か
な

か
理
解
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
」と
の
こ
と
。ま
た
、「
整

形
外
科
医
の
先
生
は
開

業
す
る
方
も
多
い
」
と

の
こ
と
で
、
す
ぐ
に
整

形
外
科
医
の
招
聘
は
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
先
生
方
か
ら
は
市

の
状
況
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
引
き
続
き
診
療
体
制
充
実
、
地

域
医
療
連
携
に
向
け
お
力
を
お
貸

し
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
必
要
な
と
き
に
必

要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
今

後
も
医
療
体
制
の
充
実
、
整
備
を

着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

田
中
清
善

● 

今
月
は 

新し
ん

座ざ 

で
す 

●

住
所
表
記
を
「
新
座
」
に
変
更

　

新
座
は
、
水
原
野
球
場
か
ら
分
田
方

面
に
向
か
い
約
4
㎞
直
進
。
分
田
バ
イ
パ

ス
の
信
号
交
差
点
を
左
折
し
て
７
０
０
ｍ

ほ
ど
進
ん
だ
先
、
約
９
０
０
ｍ
に
わ
た
っ

て
市
道
分
田
新
座
線
沿
線
に
形
成
さ
れ

た
、
水
原
地
区
最
南
部
の
自
治
会
で
す
。

　

合
併
後
ま
で
住
所
表
記
が
「（
大
字
）

上
江
端
」
で
、「
上
江
端
1
・
2
」
の
自

治
会
と
よ
く
場
所
を
間
違
わ
れ
た
こ
と

か
ら
、
市
に
要
望
し
、
平
成
17
年
5
月

に
住
所
表
記
を
「
新
座
」
に
変
更
。
自
治

会
名
と
住
所
表
記
を
統
一
し
ま
し
た
。

信
仰
を
集
め
る
3
つ
の
神
社

　

新
座
に
は
、
今
も
地
域
の
信
仰
を
集

め
る
3
つ
の
神
社
が
あ
り
ま
す
。

　

新
座
集
会
所
隣
り
の
「
新
座
神
社
」。

明
治
40
年
5
月
に
出
羽
神
社
と
神
明

社
を
合
祀
。
現
在
の
社
殿
は
明
治
40
年

12
月
に
遷
宮
式
が
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
毎
週
日
曜
の
朝
、
小
学
生
が
こ
の

神
社
に
集
ま
り
、
1
時
間
か
け
て
掃
除

を
行
い
ま
す
。
80
年
以
上
の
歴
史
が
あ

り
、
平
成
元
年
8
月
に
は
、（
社
）「
小
さ

な
親
切
」
運
動
本
部
か
ら
「
小
さ
な
親
切
」

実
行
章
の
団
体
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

六句原弁財天社完成式（平成 26 年 6 月）

南

西

北

東

新座

　

集
落
東
端
の
先
、
約
６
０
０
ｍ
の
所

に
あ
る
「
六
句
原
弁
財
天
社
」。
新
江

用
水
路
敷
設
の
際
、
京
ヶ
瀬
地
区
関
屋

の
弁
天
島
に
現
れ
た
御
神
像
を
こ
の
地

に
祭
っ
た
と
こ
ろ
、
難
工
事
が
順
調

に
進
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
御
神
像
の
分
身
を
新
座
神
社
境
内

に
祭
っ
て
一
緒
に
参
拝
で
き
る
よ
う
に

し
、
平
成
26
年
6
月
に
は
老
朽
化
し
た

社
殿
を
建
て
替
え
ま
し
た
。

　

新
座
集
会
所
前
の
私
有
地
に
祭
ら
れ

て
い
る
「
若
宮
権
現
」。「
若
宮
様
」
と
し

て
親
し
ま
れ
、
承
久
の
乱
で
佐
渡
に
流

さ
れ
た
順
徳
上
皇
の
子
、
廣
監
親
王
を

祭
っ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

親
睦
を
深
め
る
多
彩
な
行
事
・
団
体

　

1
月
の
最
終
日
曜
に
開
催
の
「
新
座

神
社
の
春
祭
り
」。
42
歳
の
厄
年
と
還
暦

の
人
を
地
域
を
あ
げ
て
祝
い
ま
す
。
昔
は

1
月
28
日
に
集
落
の
人
が
自
宅
へ
伺
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
は
新
座
集
会
所
に
全
戸

が
集
ま
り
飲
食
し
な
が
ら
祝
っ
て
い
ま
す
。

　

8
月
の
最
終
日
曜
に
分
田
小
学
校
で

開
催
の
「
新
座
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」。
約
30

年
の
歴
史
が
あ
り
、
特
別
ル
ー
ル
に
よ
り

園
児
か
ら
60
歳
代
ま
で
の
人
が
隣
組
対

抗
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
等
を
行
い
ま
す
。
終

了
後
は
青
年
部
が
新
座
集
会
所
で
露
店

を
開
き
、
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

　

昭
和
50
年
ご
ろ
結
成
の
「
新
和
会
」。

子
ど
も
が
小
学
校
を
卒
業
す
る
こ
ろ
ま
で

在
籍
す
る
会
で
す
。
地
域
の
顔
合
わ
せ
を

兼
ね
て
夫
婦
と
子
ど
も
が
参
加
で
き
る

日
帰
り
旅
行
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
座
に
は
、
他
に
も
多
彩
な
行
事
や

団
体
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
継
続
す
る

こ
と
で
地
域
の
伝
統
と
し
、
地
域
を
守
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
材
協
力
＝
山
口
保
雄
さ
ん
ほ
か
5
人
）

■世帯数 41
■人　口 192

（7月 1日現在）

市役所から市営バス千唐仁線
で 28分～ 33 分（新座集会所、
新座下下車）。

★ 7月号の正解は次のとおりです。★ ☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

★ 7月号の当選者
・・P.N 髪結いの亭主さん　・・P.N 食パンさん
・・P.N miko さん ・・P.N 瑠奈ティンのばあばあさん
・・P.N ごずっちょばあちゃんさん ・・中島正子さん
・・P.N Hachi さん　・・P.N まこちゃんさん
・・P.N ひろのひよこさん　・・P.N 石川美枝さん　

《応募総数 15 通　15 通正解》
ありがとうございました。

　上の 2つの写真で、5か所だけ違うところがあり

ます。クイズの答えと広報紙への感想や意見を書い

て、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入

し、はがきか電子メール、ＦＡＸで 8月 17 日（月）

必着で応募ください。ペンネームや匿名での掲載を

希望する人は、その旨をお書きください（氏名も必

ず書いてください）。正解者の中から抽選で 10 人に

ごずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所　広報広聴係

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
広
聴
係 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付けると

簡単です。ホームページ

にも応募用紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　今月号は、夏休み企画として難易度★ 4.5 の超難問

です。印刷のかすれではなく、はっきりと違いがあり

ますので、よく探してみてください。

紙面紙面

　6月 21 日の瓢湖あやめまつりの様子です。当日は晴天に恵まれ大勢の観光客でにぎわいました。咲き乱れるあや
めの中で、こいのぼりが悠々と泳いでいました。※左側が実際の写真です。

★今月のプレゼント★

ごずっちょシール＆
キーホルダーキーホルダー

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪
ナスとトマトのみそスープ

【作り方】

① ナスは所々皮をむく。

② ナス、トマト、玉ネギは同じ位の大きさの角切りにする。エノキタケは

半分の長さに切り、じくは細かく割く。ベーコンは細切りにする。

③ 鍋に分量の水を入れて火にかけ、コンソメの素を入れ、ナス、玉ネギ、

エノキタケ、ベーコンを加える。野菜に火が通ったら、トマトを加える。

④ トマトに火が通ったら、みそで味を調える。

【材料】（4人分）

ナス…………………………………1個

トマト……………………………半分

玉ネギ……………………………40 ｇ

エノキタケ………………………20 ｇ

ベーコン…………………………20 ｇ

水…………………………………600㏄
コンソメの素………………………1個

みそ……………………………大さじ 1

＆ち シ ルル＆ルちち シ ル＆



2015
年
8
月
号
／
N
o
.1
3
7

平
成
27
年
8
月
1
日
発
行 

メ
ー
ルshim

inkyodo@
city.agano.niigata.jp

編
集
・
発
行
／
阿
賀
野
市
役
所 

市
民
協
働
推
進
課 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
５
０
‐
６
２
‐
０
２
８
１

　
　
　
　
　
　

〒
９
５
９
‐
２
０
９
２ 

新
潟
県
阿
賀
野
市
岡
山
町
10
番
15
号 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
５
０
‐
６
２
‐
２
５
１
０

作 . 渡辺 紀子

　

市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「けんちゃん」は おじいちゃん、おばあちゃんがだいすき！ 

おじいちゃんには「けんちゃん」がすきな トラクターやショベ

ルカーなどの のりものに のせてもらって、おばあちゃんとは 

いっしょに かていさいえんの やさいをとったりするの！ とっ

たやさいは いつもおいしくたべてます♪

遠藤 憲
け ん

太
た

くん（2歳 2か月）／下黒瀬（パパ明憲さん・ママ茂美さん）

【人の動き】 人口 44,450 人（－ 69） 男 21,520 人（－ 40） 女 22,930 人（－ 29） 世帯数 14,219（－ 9)

平成 27 年 7 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 21 人・死亡 59 人・転入 45 人・転出 76 人

　6 月 30 日、市内でブルーベリーの収穫を

見学しました。この日訪れた畑では、紫色に

熟したブルーベリーが実っていました。収穫

は 9月ごろまで続き、袋詰めで販売されるほ

か、ジャムなどに加工されます。

　僕は、ケヅメリクガメ

の「サンタ」だよ。故郷は

アフリカ大陸の砂漠の周辺

で、体長は 80cm にもなる

大型のカメさ。

　僕の大好きな季節は夏。

毎日のように暑い日が続く

けど、僕はへっちゃらさ。

　普段の餌は、キャベツだけど、時々

もらえるドッグフードが大好きなんだ。

モリモリ食べて、いっぱい遊ぶぞ～。

米山動物クリニック（緑岡）の「サンタ」くん

　村杉地内にある薬師堂を 13 年間にわたり

ボランティアで清掃している荒木藤雄さん

（村杉）です。冬には参道の除雪もしています。

訪れる人に気持ちよく参拝してもらうことが

一番の喜びとなっています。


